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ジャコバソ主義とサソキュロット運動．（岡本）

一
【
要
約
】
　
一
七
九
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
購
態
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
紋
拾
と
民
衆
運
動
の
側
か
ら
す
る
問
題
の
解
決
と
い
う
二
元
的
方
向
に
分
岐
し
つ
つ

あ
っ
た
。
　
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
」
派
は
こ
の
矛
盾
に
と
り
く
み
恐
怖
政
治
の
過
程
で
革
命
そ
の
も
の
に
も
一
定
の
臼
標
を
与
え
よ
う
と
し
た
指
導
勢
力
で
あ
る

が
、
革
命
当
初
よ
り
特
に
民
衆
運
動
へ
の
能
動
的
対
応
に
お
い
て
独
自
の
性
格
を
闘
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
独
慮
の
政
治
理
念
i
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義

を
、
人
民
主
権
、
生
存
権
、
市
民
的
所
有
権
の
諸
問
題
に
即
し
て
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
、
そ
の
核
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
で
戴
に
い
う
民
衆
と
は
サ

ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
こ
と
で
あ
り
、
固
有
の
動
機
を
も
っ
て
革
命
遇
程
に
介
入
し
つ
つ
、
恐
怖
政
治
期
に
は
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
と
と
も
に
、
や
が
て
ジ
ャ
コ
バ

ン
派
に
反
し
て
ま
で
チ
ロ
ル
を
追
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
と
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
の
理
念
は
、
市
民
社
会
の
本
質
に
も
ふ
れ
る

も
の
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
マ
ル
ク
ス
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
　
（
一
八
四
三
）
で
示
し
た
私
人
と
公
民
の
分
裂
と
い
う
そ
の
本
質
に
か
ら
め
て
論

じ
る
と
極
め
て
興
味
深
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
一
巻
四
号
　
一
九
穴
八
年
七
月

　v－L．vv

　

序

　
戦
後
臼
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
叢
命
の
研
究
史
を
あ
と
づ
け
る
と

き
、
一
つ
の
発
展
的
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
昭
和
二
〇
年
代
は
高
橋
幸
八
郎
氏
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
古
典
的

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
説
」
が
風
廃
し
た
時
代
で
あ
っ
て
、
封
建
的
土
地

所
有
と
産
業
資
本
の
対
決
を
と
お
し
て
確
立
し
て
ゆ
く
近
代
資
本
主

義
の
生
産
関
係
の
推
転
と
、
革
命
の
民
主
主
義
的
変
革
過
程
と
が
齪

齢
な
く
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
経
済
史
か
ら
の
一
元
的
革
命
把
握
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
高
橋
氏
の
先
鞭
の
書
『
近
代
市
民
社
会
の
成
立
』
や
『
市

民
革
命
の
構
造
』
に
お
い
て
摘
出
さ
れ
た
近
代
の
担
い
手
な
る
「
小

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
¶
中
産
的
生
産
者
層
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
個
人
的
自
由

と
人
格
的
独
立
に
裏
づ
け
ら
れ
た
民
主
主
義
改
革
の
社
会
的
基
盤
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
、
戦
後
日
本
に
蘇
生
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
三
〇
年
代
の
半
ば
に
及
ん
で
、
日
本
の
近
代
化
解
釈
の

変
移
と
並
行
し
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
観
に
重
要
な
修
正
が
試
み
ら
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れ
た
。
す
な
わ
ち
、
革
命
前
の
下
部
構
造
や
、
革
命
思
想
の
分
析
の

深
化
に
よ
っ
て
、
一
、
従
来
前
近
代
的
性
格
の
も
の
と
し
て
否
定
的

に
捉
え
ら
れ
た
農
業
に
み
る
地
主
改
革
や
商
人
資
本
に
よ
る
産
業
扶

殖
の
道
の
ブ
ル
ジ
コ
ワ
革
命
と
の
有
機
的
連
関
が
、
河
野
健
二
氏
ら

か
ら
主
張
さ
れ
る
な
ぜ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
概
念
の
転
換
が
は
か
ら
れ
る

と
と
も
に
、
二
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
特
有
の
急
進
的
民
主
主
義
的
性

格
は
、
こ
れ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
の
経
済
原
則
と
は
次
元
を
く
ぎ
っ

　
　
　
　
　
②

て
論
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
第
二
の
論
点
は
、
河
野
氏
に
よ
っ
て
は
未
だ
革
命
下
の
議
会

中
心
的
な
限
定
を
受
け
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
に
よ
ゐ
、

民
衆
運
動
そ
れ
自
体
へ
の
関
心
の
集
中
に
刺
戟
さ
れ
、
四
〇
年
代
に

は
い
っ
て
一
九
世
紀
社
会
運
動
へ
の
展
望
を
こ
め
た
、
民
衆
運
動
へ

の
注
図
に
よ
っ
て
一
層
の
深
化
を
み
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
柴

田
一
二
千
無
疵
の
近
著
『
パ
ブ
ー
フ
の
陰
謀
』
は
、
こ
の
道
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
い

わ
ば
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
軸
」
か
ら
み
て
き
た
従
来
の
研
究
史
に
転
換
点
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
画
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
新
し
い
研
究
傾
向
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
わ
た
し
は
、
さ
き

に
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
を
固
有
の
方
向
性
に
お
い
て
と
ら
え
、
市

民
社
会
の
本
質
一
国
家
共
同
体
と
市
民
社
会
の
分
化
（
「
市
民
」
と

「
人
闘
レ
の
分
裂
）
に
か
ら
め
て
考
察
し
、
一
定
の
原
理
づ
け
を
お
こ
な

　
④
・
つ
た
。
こ
の
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
は
、
高
橋
属
の
前
掲
書
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
は
、
ブ
ル
ジ
コ
ワ
革
命
の
原
理
の
体
現
者
と
さ
れ
、
河
野
氏
に
よ
っ

て
も
せ
い
ぜ
い
、
議
会
内
に
お
け
る
プ
チ
ブ
ル
腱
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
し

勢
力
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
そ
の
貧
罠
政
策
の
受
益
者
的
対
象
（
傍
点

筆
者
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
魎
サ
ン
キ
・
μ
・
ト
は
・

そ
の
史
的
系
譜
と
し
て
は
、
ギ
ル
ド
規
制
か
ら
逃
避
し
て
貧
窮
に
響

い
た
小
生
産
老
輩
か
、
ま
た
は
ギ
ル
ド
遺
制
の
内
部
に
と
ど
ま
っ
て

親
方
身
分
へ
の
上
昇
を
阻
ま
れ
た
職
人
層
で
あ
り
、
そ
の
革
命
下
の

運
動
に
は
、
大
工
場
欄
、
生
産
の
集
中
へ
の
反
響
、
大
借
地
農
制
の

分
割
、
新
農
法
の
適
用
拡
大
に
対
す
る
穀
作
第
一
主
義
、
食
料
物
資
の

徴
発
や
価
格
公
定
な
ど
流
通
へ
の
入
為
的
介
入
、
経
済
統
制
の
主
張

な
ど
か
ら
、
革
命
勢
力
内
部
に
お
い
て
も
反
資
本
主
義
的
志
向
を
認

　
　
　
　
　
　
⑦

め
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
市
民
社
会
に
お
い
て
し
め
る
そ
の
実
像
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヵ
ワ

悩
的
、
独
立
的
人
格
と
し
て
の
「
市
民
」
と
い
う
よ
り
、
社
会
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ス

の
断
面
か
ら
も
、
政
治
行
動
の
側
面
か
ら
も
衆
と
し
て
実
在
す
る
民

衆
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
さ
て
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
で
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
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ジヤコバソ主義とサソキ・ユロット運動（岡本）

を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
な
が
ら
、
運
動
が
高
揚
期
を
迎

え
た
恐
怖
政
治
期
降
共
著
暦
二
年
の
革
命
指
導
層
の
、
こ
れ
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
思
う
。
そ
の
さ
い
、
両
者
の
関
係
を
恐
怖

政
治
期
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
そ
れ
に
先
行
す
る
革
命
過
程
に
つ
い
て

も
考
察
を
ひ
ろ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
い
っ
た
い
、
こ
の
革
命
指
導
層
1
一
こ
れ
を
特
に
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派

　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
ー
ー
の
理
念
は
革
命
過
程
を
と
お
し
て
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
殊
に
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト

運
動
は
こ
の
理
念
ー
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
、
あ
る
い
は
占
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
を
さ
き
の
市
民
社
会
の
原
理
の
中
で
ど
の

よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動

の
そ
れ
と
ど
う
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
と

お
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
民
主
主
義
の
概
念
を
深
化
な
い
し

再
検
す
る
こ
と
が
わ
た
し
の
課
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
政
治
本
質
を
一
見
と
ら
え
に
く
く

し
て
い
る
の
は
、
「
九
三
年
憲
法
」
の
施
行
延
期
を
境
に
同
派
の
政
治

理
念
に
断
絶
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
断
絶
を
認

め
な
が
ら
も
一
貫
し
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
理
念
の
解
明
に
成
功
し
た
の

鰯

は
A
・
マ
チ
エ
以
後
の
史
家
と
い
っ
て
よ
い
。
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
な
る

政
治
理
念
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
と
り
だ
そ
う
と
す
る
と
き
、
H
・
テ
…
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ズ
．
ド
ニ
ソ
プ
。
⑩

の
ご
と
き
、
「
ル
ソ
ー
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
実
現
を
企
む
「
陰
謀
説
」

は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
専
ら
国
防
的
観
点
か
ら
す
る
革
命
の
危
機
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ズ
・
ド
’
シ
ル
ロ
ソ
ス
タ
ソ
ス
⑪

い
う
外
的
条
件
に
一
元
化
す
る
A
・
オ
ラ
ー
ル
の
「
状
況
説
」

に
も
満
足
す
べ
き
説
明
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
マ
チ
エ
に
よ
っ
て
、
統
制
経
済
や
貧
民
救
済
の
よ
う
な
社
会
政
策

の
面
に
お
け
る
民
衆
へ
の
積
極
的
対
応
が
他
党
派
と
山
岳
派
と
く
に

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
を
峻
別
す
る
指
標
と
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
が
、
民

主
主
義
の
原
則
は
放
棄
し
た
も
の
の
、
恐
怖
政
治
睡
革
命
独
裁
を
も
支

　
　
　
　
⑫

え
る
一
貫
し
た
政
策
の
支
柱
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
更
に
A
・

ソ
ブ
ー
ル
は
、
マ
チ
エ
が
考
慮
を
は
ら
わ
な
か
っ
た
民
衆
運
動
の
政

治
的
訂
律
性
を
説
い
た
う
え
で
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
本
質
を
社
会
的

均
衡
に
も
と
つ
く
最
も
適
合
的
な
国
土
防
衛
体
制
を
め
ざ
す
「
政
治

的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
し
、
醐
派
の
独
裁
が
革
命
の
主
導
勢
力
な
る
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
民
衆
運
動
と
の
調
停
的
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
マ
チ
エ
や
ソ
ブ
ー
ル
の
ブ
ル
ジ
啄
ワ
偏
重
を
批
判
し
、
ロ
ベ
ス
ピ

エ
ー
ル
ら
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
ブ
ル
ジ
コ
ワ
的
限
界
を
指
摘
し
つ
つ
、

こ
れ
に
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
を
対
鐙
さ
せ
た
の
は
D
・
ゲ
ラ
ン
で
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あ
っ
た
。
ゲ
ラ
ン
に
あ
っ
て
は
、
九
二
年
八
月
十
臼
の
事
件
よ
リ
サ

ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
権
力
の
蔚
芽
が
生
ま
れ
、
恐
怖
政
治
期
に
は
ジ
ャ
識

バ
ソ
と
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
対
立
が
極
限
に
達
す
る
と
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
彼
な
り
に
ジ
ャ
コ
パ
ン
主
義
の
一
貫
性
…
1
革
命

の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
成
果
を
防
衛
す
る
こ
と
一
1
を
う
き
ぼ
り
に
し
て

　
⑭

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
畷
、
チ
エ
以
後
の
革
命
史
家
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
解

釈
は
、
い
ず
れ
も
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
へ
の
対
応
が
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義

の
根
本
に
か
か
わ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
対
応
の
同

異
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
に
よ
っ
て
解
釈
の
異
る
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
い
え
ば
い
前
後
に
二
分
さ
れ
た
時
期
の
う
ち
い
ず
れ
に
、
ま
た

政
治
理
念
か
社
会
理
念
の
ど
ち
ら
に
力
点
を
お
く
か
に
よ
っ
て
ジ
ャ

コ
バ
ン
主
義
解
釈
が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
河
野
氏
が
土
地
闇
題
や
経
済
政
策
を
中
心
に
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
派
を
ほ
ぼ
民
衆
勢
力
の
議
会
代
表
者
と
み
て
マ
チ
エ
的
立
場
と
る

の
に
対
し
、
柴
田
氏
が
恐
怖
政
治
期
の
両
者
の
政
治
理
念
の
ち
が
い

を
区
別
の
基
塗
に
し
て
ソ
ブ
！
ル
に
近
い
観
点
を
も
つ
こ
と
か
ら
も

納
得
さ
れ
よ
う
。

　
他
方
、
二
つ
の
蒔
期
に
ま
た
が
る
ジ
ャ
コ
バ
ソ
の
諸
々
の
理
念
を

対
等
に
し
か
も
統
一
的
な
思
想
的
派
絡
の
中
で
把
握
し
ジ
ャ
コ
バ
ソ

主
義
の
核
心
に
迫
っ
た
の
は
J
・
L
・
タ
ル
モ
ソ
ひ
と
り
と
い
っ
て

　
⑯
よ
い
。
こ
れ
は
歴
史
的
情
況
を
勘
案
せ
ぬ
純
思
想
的
研
究
と
し
て
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
や
柴
田
氏
か
ら
批
判
な
い
し
黙
殺
さ
・
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
柴
田
氏
自
身
の
見
解
は
と
い
え
ば
、
先
に
ふ
れ
た
前
提
か
ら
政

治
的
対
立
面
の
み
が
強
調
さ
れ
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
が
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト

と
共
有
し
た
と
さ
れ
る
「
小
ブ
ル
酌
平
等
主
義
」
と
そ
れ
に
よ
る
サ

ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
の
糊
導
と
い
う
側
面
も
、
機
会
主
義
的
・
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

主
義
的
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
わ
た
し
が
本
稿
で
試
み
た
の
は
、
タ
ル
モ
ソ
の
手
法
を
い
か
し
て
、

両
蒔
期
の
ジ
ャ
ロ
バ
ソ
派
理
念
を
同
等
に
あ
つ
か
い
つ
つ
、
そ
の
一

貫
性
を
追
究
す
る
一
方
、
タ
ル
モ
ソ
が
無
視
し
た
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト

自
身
の
運
動
を
追
跡
す
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的
現
実
に
お
け
る
両
者

の
有
機
的
連
関
を
た
ず
ね
、
そ
れ
に
よ
っ
て
タ
ル
モ
ソ
の
あ
ま
り
に

純
理
的
解
釈
の
欠
陥
を
補
正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
①
高
橋
幸
八
郎
著
糊
近
代
市
民
社
会
の
誠
立
業
（
昭
瀦
二
三
年
、
お
茶
の
水
晶
房
）

　
　
毛
脚
只
。
同
『
衛
紫
野
A
瓢
の
辮
椴
臨
限
』
　
（
昭
沸
二
五
年
、
御
茶
の
水
漁
冠
房
）
　
山
バ
ー
七
、

　
　
一
一
九
頁
。

　
②
　
河
野
健
二
著
『
革
命
思
想
の
形
成
』
　
（
昭
和
三
一
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
一
－
書
房
）
二

　
　
一
一
一
ー
ニ
ニ
頁
、
同
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
の
思
想
』
　
（
昭
和
三
九
年
、
岩
波
欝
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虞
）
　
一
一
｛
二
…
一
二
～
＝
員
、
繍
…
弘
醐
一
、
二
六
七
一
一
一
八
一
二
百
ハ
、
ま
た
、
Ψ
下
原
武
夫

　
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
へ
館
の
研
融
九
』
　
（
昭
漁
三
闘
年
、
岩
波
書
店
）
即
位
磯
「
ブ
ル
ジ
ョ

　
ワ
革
命
の
構
造
」
一
一
十
瓢
一
頁
。

③
柴
田
三
千
雄
著
『
バ
ブ
ー
フ
の
陰
謀
』
（
昭
和
四
三
年
、
岩
波
書
店
）
副
嵩
、
二

　
五
五
頁
。

④
拙
稿
「
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
と
そ
の
理
念
」
（
『
薄
洋
史
学
』
七
六
号
、
昭
瀦

　
四
三
年
）
。

⑤
高
橋
前
掲
『
市
民
革
命
…
…
』
一
九
i
二
〇
頁
。

⑥
河
野
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
…
…
』
二
四
五
、
二
五
二
頁
。

⑦
柴
田
前
掲
書
、
四
三
頁
、
前
掲
書
四
三
頁
、
前
掲
拙
稿
四
㎎
、
五
一
、
五
四
、

　
五
六
頁
。

⑧
同
四
九
頁
。

⑨
わ
た
し
の
い
う
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
は
即
、
国
民
公
会
の
モ
ソ
タ
ー
ニ
ュ
派
全
体
を

　
い
み
し
な
い
。
モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
派
の
公
会
支
配
の
確
立
（
九
三
年
六
鍔
）
か
ら
恐

　
怖
政
治
の
成
立
（
岡
年
九
月
）
ま
で
の
三
ケ
月
問
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
ほ
か

　
サ
ン
・
ジ
エ
ス
ト
、
ビ
ョ
ー
・
ヴ
ァ
レ
ソ
ヌ
、
コ
ロ
ー
・
デ
ル
ボ
ア
ら
モ
ン
タ
ー

　
ニ
ュ
左
派
と
も
い
う
べ
き
勢
力
が
公
安
委
員
会
に
結
集
し
、
モ
ソ
タ
ー
ニ
ュ
派
内

　
の
自
由
主
義
的
反
対
派
を
抑
え
て
統
制
経
済
体
舗
の
確
立
に
一
歩
を
踏
み
だ
す
過

　
程
で
あ
る
。
　
（
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
　
》
’
冨
暮
三
〇
N
願
い
ρ
＜
富
。
げ
曾
。

　
⑦
二
。
ヨ
。
巽
。
目
①
三
。
・
o
。
乾
。
・
。
霧
冨
↓
㊦
『
器
郎
斜
お
b
。
メ
℃
や
b
。
爵
ゐ
・
。
。
。
舳
）
従

　
っ
て
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
を
公
安
委
員
会
委
員
及
び
モ
ソ
タ
ー
ニ
ュ
左
派
議
員
と
お

　
い
て
も
よ
い
。
た
だ
し
こ
の
ほ
か
に
、
か
な
り
は
や
く
か
ら
革
命
独
裁
の
正
当
性

　
を
説
い
た
マ
ラ
ー
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
派
の
据
野
に
は
パ
リ
及

　
び
地
方
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
・
ク
ラ
ブ
　
（
網
当
の
政
治
ク
ラ
ブ
）
　
の
う
ち
で
九
三
－

　
九
五
年
段
階
ま
で
残
留
し
た
メ
ソ
パ
ー
が
加
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
ρ
ρ

　
切
因
ヨ
α
q
8
戸
目
6
冒
o
o
露
二
ψ
”
お
。
。
ρ
は
こ
の
前
提
に
た
っ
て
の
．
研
究
で
訪
る
。

　
　
ブ
リ
ソ
ト
ソ
の
総
括
に
よ
れ
ば
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
は
中
産
市
斑
二
日
筏
巳
Φ
o
ぼ
器

　
を
中
核
と
し
、
九
三
年
一
九
四
年
に
お
い
て
そ
の
隊
列
に
小
当
驚
層
芝
。
弊
貯
σ
q

　
o
貯
濫
の
比
重
を
増
し
て
い
る
（
薫
9
．
℃
．
㎝
ρ
）
。
ヨ
置
巳
σ
o
訂
ω
ω
と
は
ネ
ゴ
シ

　
ア
ン
・
の
性
格
も
つ
企
業
家
、
取
引
商
人
、
法
律
家
、
芸
術
家
、
医
師
、
士
官
、
文
窟

　
な
ど
、
≦
。
誌
ぎ
σ
Q
9
器
ω
と
は
一
般
に
自
分
の
手
で
働
く
者
を
さ
す
概
念
で
あ
る

　
が
、
手
工
業
者
、
小
商
店
主
の
ほ
か
に
兵
卒
を
ふ
く
ん
で
い
る
（
筐
α
‘
や
O
・
。
．
）
。

　
但
し
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
ノ
く
。
碁
ぎ
σ
q
。
冨
ω
ω
は
、
同
じ
階
層
の
中
で
は
最
上
位
の

　
水
準
に
あ
り
、
導
篠
象
①
o
貯
ω
ω
の
下
層
よ
り
酸
々
富
裕
で
あ
る
（
量
伍
．
も
■
α
㌫
餅
）
。

⑩
犀
諄
ぎ
ρ
冨
ω
。
犠
σ
q
冒
¢
ω
o
⑦
龍
門
窪
8
。
。
馨
。
日
℃
。
邑
嵩
ρ
い
。
。
♂
み
。
。
ゆ
ω
■

⑪
鋭
》
巳
錠
9
頸
ω
ε
冨
℃
g
一
隊
書
・
α
①
㌶
口
曾
。
冨
江
。
質
h
戦
器
。
巴
ω
①
峯
。
。
響

　
一
◎
。
O
弁
お
O
通
物
層
ω
＄
占
◎
。
．

⑫
　
鋭
寓
p
鋳
一
〇
N
り
○
貯
9
乙
一
一
統
霧
鑑
。
箕
お
欝
乙
嘲
一
り
G
。
ρ
℃
℃
．
Φ
1
一
ρ

⑳
　
鋭
ω
o
げ
。
巳
”
ゼ
ぐ
⇒
。
陰
匂
D
舘
崩
δ
自
一
〇
窪
。
伍
唱
胃
叢
窪
ω
o
冨
一
．
斜
p
囲
H
㍉
8
0
。
喧
唱
ワ
ρ

　
に
一
お
魑
卜
。
蒔
◎
。
1
①
り
旧
島
。
旨
Φ
日
。
℃
．
、
潟
。
＝
ω
ω
⑦
9
三
ω
§
Φ
o
汁
㎏
g
ρ
o
o
げ
貯
一
㏄
旨
⑳
嘲
、
．
O
曽
嵩
。
・
“

　
勺
謎
。
。
磐
ρ
ω
碧
。
・
－
o
巳
纂
畠
ω
o
証
書
8
ぴ
一
蕊
層
一
〇
零
層
唱
賢
塾
。
①
画
b
。
“
o
。
為
ρ

⑭
u
◆
O
器
ほ
昌
胃
羅
鷹
司
。
9
g
㊤
ω
属
し
・
。
器
冨
層
。
巳
卿
。
ま
℃
呂
9
5
片

　
一
舳
ド
虞
伊
℃
や
竃
ム
押
ミ
戯
為
『
”
9
彫
①
ヨ
ρ
、
、
い
ρ
孫
く
。
冨
鉱
。
臣
α
⑩
智
8
三
一
マ

　
一
怨
。
、
．
鴨
山
凶
滞
ω
韓
｝
窪
器
器
差
傷
寒
ω
8
㌶
＝
ω
ヨ
。
一
二
㊦
冨
躍
。
”
お
＄
噛
℃
や
G
。
卜
。
ム
P

⑮
轡
炉
凄
ぎ
8
遍
冨
9
喧
一
難
。
｛
ぎ
琶
羅
9
p
o
。
ヨ
。
。
峯
。
ざ
い
。
監
8
嚇

　
ち
絡
’
市
川
泰
次
郎
訳
兜
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
左
翼
批
難
主
義
の
源
流
』
　
（
昭
和
三

　
九
年
、
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
）
参
照
。

⑯
　
柴
国
士
二
丁
、
一
二
、
二
七
、
五
二
頁
。

サ
ン
キ
議
隣
ッ
ト
の
存
在
と
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義

　
サ
ン
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
を
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
と
ら
え
る
と
き
、
そ
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

こ
に
は
序
で
ふ
れ
た
よ
う
な
二
つ
の
類
型
が
み
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
　
6
7

罵



は
ギ
ル
ド
規
制
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
自
由
地
域
に
殺
到
し
、
過
当
競

争
と
販
売
規
制
の
た
め
に
却
っ
て
没
落
し
た
小
生
産
者
層
で
あ
り
、

他
の
一
つ
は
ギ
ル
ド
の
枠
内
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
、
ギ
ル
ド
親
方
の

推
題
し
だ
問
屋
綱
前
貸
し
商
人
に
生
産
手
段
の
一
部
を
借
り
う
け
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

工
賃
を
払
わ
れ
る
職
人
労
働
者
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
　
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ド
親
方
に
な
る
望
み
を
絶
た
れ
て
久
し
い
手
工
業
者
で
あ
り
、
両

者
の
間
に
社
会
的
階
位
の
相
違
は
な
い
が
、
異
な
る
点
は
前
者
が
か

っ
て
の
郊
外
、
革
命
期
の
場
末
地
区
に
集
中
し
て
い
る
の
に
比
し
、

後
者
は
パ
リ
の
比
較
的
多
数
区
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後

者
は
、
一
七
九
一
年
四
月
か
ら
六
月
の
名
目
賃
金
の
引
上
げ
を
要
求

す
る
罷
業
に
よ
っ
て
そ
の
独
自
性
が
う
き
ぼ
り
に
さ
れ
る
が
、
革
命

過
程
全
体
と
し
て
前
景
に
で
る
の
は
食
料
と
物
価
の
問
題
を
直
接
的

契
機
と
す
る
、
場
末
地
域
を
先
頭
部
隊
と
し
た
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の

　
　
　
　
　
　
③

行
動
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
場
末
地
区
の
様
子
を
少
し
詳
し
く
描
写
し
て
み
よ
う
。
目
に

つ
く
の
は
、
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ソ
・
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
の
三
区
、
フ
ォ

ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
の
三
区
、
そ
れ
に
タ
ン
プ
ル
区
等
に
お

け
る
同
職
老
の
集
中
と
、
住
民
の
貧
困
度
の
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。

フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
に
つ
い
て
一
七
八
三
年
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
メ
ル
シ
ェ
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
　
「
こ
の
場
末
が

ど
う
し
て
生
き
て
い
く
か
は
知
ら
ぬ
が
、
端
か
ら
端
ま
で
家
具
を
売

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
貧
し
い
楽
友
は
家
具
を
も

　
　
　
　
④

っ
て
い
な
い
止
。
ま
た
、
　
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ソ
・
マ
ル
セ
ル
地
区
住

民
の
三
部
会
あ
て
カ
イ
エ
に
は
、
磁
器
製
品
へ
の
課
税
や
、
ゴ
ブ
ラ

ン
工
場
労
働
者
の
居
住
費
に
ふ
り
あ
て
ら
れ
る
一
部
住
民
へ
の
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

課
税
の
撤
廃
を
求
め
る
声
が
き
か
れ
る
。

　
さ
き
の
二
つ
の
場
末
六
区
は
、
一
七
九
二
年
に
は
合
計
ほ
ぼ
九
万

人
、
タ
ン
プ
ル
区
の
二
万
五
干
人
を
あ
わ
せ
る
と
パ
リ
全
区
の
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
一
強
を
擁
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
　
一
七
四
九
年
の
教
区
ご
と
の
、
　
夫
婦
財
産
契
約
書
か

ら
知
り
う
る
届
出
区
民
の
所
有
財
産
額
は
次
の
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ソ
・
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
に
属
す
る

．
サ
ソ
ト
・
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
教
区
は
、
自
家
営
業
者
が
届
出
人
中
八

六
・
九
％
で
他
の
ど
こ
よ
り
も
高
率
を
示
し
、
か
2
麗
議
す
る
奉
公

人
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
五
〇
、
0
0
0
り
ー
ヴ
ル
を
越

え
る
蒙
族
財
産
の
所
有
者
は
、
届
出
区
民
の
七
％
「
に
す
ぎ
ず
、
同
教

区
は
二
、
，
○
0
0
リ
ー
ヴ
ル
以
下
の
麗
日
岬
財
産
所
有
者
一
数
が
同
額
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

上
の
老
よ
り
多
い
唯
一
の
教
区
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
の
他
、

68　（522）



ジヤコノミン主義とサソキュロット運動（岡本）

九
三
年
六
月
二
臼
の
国
民
公
会
の
包
囲
事
件
に
参
加
し
た
区
民
の
補

償
請
求
や
、
救
貧
扱
い
全
層
市
民
に
関
す
る
九
四
年
三
月
の
調
査
な

ど
場
末
地
域
住
民
の
貧
困
を
証
明
す
る
革
命
期
の
史
料
も
多
く
あ
げ

　
　
⑧

ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
サ
ソ
キ
ュ
ロ
・
ッ
ト
の
実
態
は
、
革

命
初
期
の
議
会
指
遵
勢
力
、
そ
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ソ
（
オ
ラ
ー
ル
の
こ

と
ば
に
よ
れ
ば
当
時
の
民
主
派
）
の
眼
に
ど
の
よ
う
に
映
じ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
八
九
年
十
月
二
二
目
、
国
民
議
会
は
サ
ソ
ト
・
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
教

区
を
「
反
革
命
が
つ
け
込
む
危
険
の
温
床
」
と
き
め
つ
け
、
翌
年
六

月
の
教
区
集
会
じ
し
ん
、
こ
と
に
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ソ
・
タ
ソ
ト
ワ

ー
ヌ
で
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
貧
困
の
た
め
に
特
別
な
不
安
を
惹
き
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
公
会
に
お
け
る

ジ
ロ
ン
ド
派
は
、
九
三
年
五
月
の
憲
法
審
議
に
さ
い
し
て
明
ら
か
に

場
末
を
念
頭
に
お
き
、
　
「
人
口
の
密
集
せ
る
大
都
市
の
地
域
で
は
、

市
民
は
お
互
い
に
顔
を
知
ら
ぬ
こ
と
か
ら
選
挙
に
さ
い
し
て
陰
謀
が

お
こ
る
の
も
む
り
は
な
い
」
と
主
張
し
、
こ
れ
を
理
由
に
急
進
派
の

進
出
を
抑
え
る
べ
く
、
都
市
部
選
挙
区
の
小
分
割
の
論
陣
を
張
っ
た

　
　
　
　
⑩

の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
場
末
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の
存
在
を
革
命
に
と
っ
て

の
負
荷
と
の
み
感
じ
政
治
的
に
断
罪
す
る
立
場
に
対
し
、
こ
れ
と
は

全
く
趣
を
異
に
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
の
は
マ
ラ
ー
の
「
人
民

の
友
」
で
あ
ろ
う
。

　
立
憲
議
会
が
親
方
作
品
制
を
含
む
徒
弟
制
の
廃
棄
と
営
業
の
自
由

を
可
決
し
た
九
一
年
三
月
二
日
、
彼
は
提
案
者
ダ
ラ
ル
ド
に
対
す
る

反
駁
を
紙
上
で
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
ギ
ル
ド
親
方
や
同
業
組
合
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
も

表
者
の
特
権
に
対
す
る
反
対
の
意
志
と
と
も
に
、
徒
弟
制
の
維
持
の

必
要
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
営
業
の
自
由
に
よ
っ
て
職

人
が
め
い
め
い
技
能
の
試
験
を
へ
ず
に
勝
手
に
職
業
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
誰
も
徒
弟
修
業
を
お
こ
な
わ
ず
、
粗
悪
な

製
品
が
で
ま
わ
り
、
人
は
乏
し
い
技
術
を
売
り
も
の
に
す
る
こ
と
の

み
を
考
え
、
顧
客
や
買
い
手
を
み
い
だ
す
た
め
に
卑
し
く
と
り
い
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
粗
悪
な
製
品
に
よ
っ
て
一
界
隈
で
声
望
を
落

　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ヂ
に

し
た
職
人
は
他
の
区
域
に
わ
た
り
歩
き
、
放
浪
す
る
う
ち
に
生
涯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
テ
あ

お
わ
る
だ
ろ
う
」
。
そ
し
て
、
「
パ
リ
の
自
由
な
区
域
を
み
よ
、
職
人
は

安
い
価
格
で
得
意
先
を
う
る
こ
と
の
み
を
求
め
て
完
全
な
仕
事
を
一

つ
も
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
修
業
期
間
三
年
の
徒
弟
制
の
復
活
と
、

才
能
あ
る
職
人
が
親
方
と
し
て
の
開
業
を
容
易
に
す
る
補
助
金
貸
付
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⑪

調
度
を
提
案
し
た
。
マ
ラ
ー
の
眼
前
に
あ
る
も
の
は
、
あ
き
ら
か
に

ア
ソ
シ
ャ
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
末
以
来
の
場
末
地
域
に
お
け
る
手
工
業
者

の
貧
困
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
制
の
解
体
が
も
た
ら
し
た
弊
害
で
あ
っ
た
。

　
没
落
途
上
に
あ
る
小
生
産
者
な
い
し
職
．
人
の
社
会
的
レ
ヴ
ェ
ル
を

引
き
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ
が
た
と
え
修
業
期
間
つ
き
の
徒
弟
制
の
再

興
と
い
う
旧
遺
制
の
装
い
を
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
他

の
革
命
諸
派
と
は
は
っ
き
．
り
区
捌
さ
れ
る
醤
的
的
な
民
衆
観
が
こ
こ

に
み
ら
れ
る
。
こ
の
民
衆
観
は
さ
ら
に
革
命
実
践
の
中
で
ど
の
よ
う

に
発
展
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
か
。

　
①
｝
号
月
8
濃
⑦
〈
ヨ
ρ
ピ
、
》
琴
審
詳
滋
σ
q
ぎ
Φ
簿
㌶
野
①
く
。
ご
氏
。
ロ
貯
雪
。
巴
ω
ρ

　
　
日
。
。
㎝
9
や
お
ρ
前
掲
拙
稿
四
五
頁
。

　
②
た
と
え
ば
石
工
に
つ
い
て
は
、
回
い
U
簿
冨
芦
．
い
騨
○
。
旨
ヨ
§
婁
ま
創
霧

　
　
ヨ
蝕
霞
⑦
。
。
日
ρ
ゆ
。
ロ
ω
α
①
頃
貧
ぴ
ρ
質
メ
く
囲
H
⇔
簿
×
く
鵠
鶯
　
ω
譲
⊆
①
．
曽
図
⑦
〈
自
。

　
　
げ
凶
ω
峠
O
凱
ρ
蟷
①
伽
Φ
α
冠
O
洋
砕
簿
口
ゆ
巴
ω
O
け
0
貯
帥
昌
σ
q
O
び
H
り
蒔
伊
勺
℃
■
悼
偽
Q
D
I
幽
画
■
一
六
七

　
　
五
－
七
八
年
、
コ
ル
ベ
ー
ル
は
フ
ォ
ブ
：
ル
・
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
に
石
工
職
人
の

　
　
移
住
を
認
め
た
が
、
一
八
世
紀
二
半
に
な
る
と
王
室
財
政
補
強
の
た
め
の
ギ
ル
ド

　
　
課
税
の
増
大
が
、
親
方
加
入
費
の
増
徴
と
し
て
は
ね
か
え
り
、
親
方
へ
の
道
が
閉

　
　
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
浮
誌
二
や
隠
日
．

　
②
　
ρ
凋
鼠
少
目
冨
9
9
a
ぎ
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。
閨
憩
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園
。
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。
ご
鉱
o
P
お
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幽
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g
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①
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Ω
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共
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フ
ラ
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革
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群
衆
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昭
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、
　
ミ
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ヴ
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濃
鼠
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五
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一
五
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七

　
　
三
頁
。
所
有
・
非
所
有
の
観
点
か
ら
同
一
仕
築
場
内
の
親
方
と
職
人
労
働
者
を
区

　
　
別
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
W
・
マ
ル
コ
フ
は
、
こ
の
職
人
・
徒
弟
・

　
賃
金
労
働
者
が
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
全
体
に
与
え
た
偏
油
を
強
調
し
、
彼
ら
の

　
存
在
な
し
に
は
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
は
、
親
方
・
商
店
霊
の
行
動
力
な
き
中
問
層
と

　
し
て
と
ど
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
述
べ
て
い
る
。
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冒
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ず
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区
の
慈
善
作
業
場
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閉
鎖
．
（
九
一
・
六
）
が
惹
き
起

　
し
た
全
市
的
な
社
会
不
安
は
、
議
会
人
、
バ
イ
イ
ら
市
当
局
者
、
ま
た
急
進
派
ジ

　
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
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も
抱
か
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い
る
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国
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ジャロバン主義とサソキュロット運動（岡本）

二
　
政
治
目
的
と
サ
ン
キ
瓢
四
ッ
ト
運
動
の
結
合

　
八
九
年
九
月
十
二
日
よ
り
『
人
民
の
友
』
紙
に
よ
っ
て
啓
蒙
活
動

を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
マ
ラ
ー
は
、
は
や
く
も
八
九
年
に
お
け
る
民

衆
の
一
連
の
直
接
行
動
を
称
揚
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
軍
隊
の
脱
走
を
始
め
、
官
憲
が
唐
従
者
に
し
た
て
た
う
え
殺
り
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

者
に
し
ょ
う
と
欲
し
て
い
た
二
〇
万
の
人
聞
を
市
民
に
か
え
た
の
は

パ
レ
・
ロ
ワ
ヤ
ル
で
の
罠
衆
暴
動
で
あ
る
。
国
民
全
体
の
反
乱
を
よ

び
お
こ
し
た
の
は
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に
お
け
る
民
衆
暴
動
で
あ
る
。
そ

れ
が
バ
ス
チ
ー
ユ
を
陥
い
れ
、
国
民
議
会
を
守
り
、
陰
謀
を
砕
き
、

パ
リ
を
掠
奪
か
ら
は
ば
ん
だ
。
第
二
の
陰
謀
を
阻
止
し
、
王
蜜
の
逃

亡
を
さ
ま
た
げ
、
内
乱
を
防
い
だ
も
の
は
、
市
庁
に
お
け
る
民
衆
蜂

　
　
　
　
　
　
①

起
で
あ
っ
た
…
…
」
。

　
こ
こ
で
は
、
民
衆
の
直
接
行
動
が
政
治
的
効
果
と
い
う
観
点
か
ら

力
強
く
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
な
ら
ん
で
重
要
な
の
は
、
立
憲
議
会
の
憲
法
審
議
に
お
い

て
、
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ヤ
ン
体
制
の
基
礎
と
な
る
制
限
選
挙
制
へ
の
明

確
な
反
対
の
立
場
が
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
や
マ
ラ
ー
に
よ
っ
て
う
ち

だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
七
八
九
年
一
〇
月
二
二
日
、
μ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
選
挙
権
聞
題

・
に
つ
い
て
発
雷
を
も
と
め
、
　
「
い
か
な
る
者
も
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
代

表
を
も
つ
こ
と
を
主
張
す
る
権
利
を
有
す
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
特

権
、
差
別
が
消
滅
す
べ
き
人
権
宣
言
に
最
も
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

…
…
各
個
人
は
彼
が
強
制
さ
れ
る
法
の
制
定
に
協
力
す
る
権
利
を
、

彼
の
も
の
で
あ
る
政
府
の
管
理
に
協
力
す
る
権
利
を
も
つ
。
そ
う
で

　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
リ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
や

な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
間
が
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
す
べ

、
、
、
、
、
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ゾ
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
の
人
間
が
市
民
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
な
い
」
。

　
さ
ら
に
、
ル
・
シ
ャ
ブ
リ
エ
が
能
動
市
民
個
人
に
限
定
し
よ
う
と

し
た
請
願
権
に
つ
い
て
、
一
層
は
げ
し
く
、
　
「
人
権
は
、
わ
れ
わ
れ

の
委
託
者
が
そ
の
護
持
を
ゆ
だ
ね
た
最
も
神
聖
な
権
利
で
あ
り
、
彼

ら
同
国
人
が
担
う
全
体
利
益
に
ふ
さ
わ
し
い
決
意
、
祈
願
、
要
求
を

諸
暦
に
む
け
る
権
利
は
異
論
の
余
地
な
い
原
則
と
し
て
人
権
に
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
」
と
反
論
し
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
反
対
意
見
が
、
人
権

宣
言
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
ひ
き
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
人
権
宣
言
は
単
な
る
抽
象
的
原
理
の
次
元
に
お
し
や
ら
れ
、

て
い
る
の
で
奮
、
能
動
・
受
動
市
民
の
市
民
闘
の
政
治
的
差
裂
岡

否
定
し
、
全
布
民
の
権
益
を
包
括
し
、
全
市
罠
が
革
、
の
恩
恵
に
浴
す
べ
　
雛



ぎ
原
理
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
み
。
こ
の
人
権
宣
言
を

国
民
に
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
量
地
か
ら
、
マ
ラ
ー
も
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
も
国
家
と
憲
法
の
問
題
を
討
議
し
、
市
行
政
府
の
監
視
に
つ
と
め

る
地
区
ご
と
の
、
定
数
制
限
な
き
市
民
集
会
乃
至
は
自
発
的
な
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
⑤

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
民
衆
協
会
の
存
続
を
主
張
し
、
共
恕
主
義
に
対
す

る
新
た
な
恐
怖
か
ら
動
い
た
立
憲
議
会
の
禁
止
的
法
令
に
反
対
し
た

の
で
あ
る
。

　
貧
し
い
民
衆
に
こ
そ
、
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
よ
う
と

す
る
マ
ラ
ー
な
ど
の
企
て
は
、
一
七
九
一
年
当
時
は
民
衆
自
身
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
反
響
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
タ
ル
レ
）
が
、
一
七
九
二

年
産
戦
後
ま
も
な
く
到
来
し
た
軍
事
危
機
に
の
ぞ
ん
で
主
権
行
動
の

主
張
が
民
衆
に
直
接
訴
え
ら
れ
る
時
が
き
た
。
そ
れ
は
宮
廷
勢
力
と

外
国
と
の
通
謀
、
　
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
将
軍
ら
「
祖
国
の
敵
」
と
フ

ィ
ヤ
ソ
派
内
閣
の
内
通
1
…
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
警
告
し
つ
づ
け
た

「
国
内
の
敵
の
危
険
」
が
曝
け
だ
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。

　
「
政
府
の
手
綱
を
ま
か
せ
ら
れ
た
も
の
が
国
家
を
救
お
う
と
し
な

い
ば
か
り
か
、
憲
法
の
護
持
も
お
ぼ
っ
か
ぬ
こ
と
を
認
識
せ
よ
。
危

険
の
大
き
さ
と
そ
の
真
の
原
因
に
気
付
い
た
国
民
は
自
ら
自
己
の
安

全
に
備
え
る
よ
う
に
」
。
そ
し
て
こ
の
「
危
険
の
真
の
原
困
は
、
新
旧

両
体
欄
の
合
成
物
i
国
を
減
ぼ
そ
う
と
す
る
行
政
府
と
、
そ
れ
を

救
う
能
力
の
な
い
立
法
府
の
両
方
に
あ
る
」
が
ゆ
え
、
　
「
国
王
を
辞

職
さ
せ
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
立
法
議
会
も
ま
た
消
滅
し
な
け
れ

　
　
　
　
⑦

ぱ
な
ら
な
い
」
。
七
月
二
九
欝
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
ク
ラ
ブ
の
演
壇
上
と
、

機
関
誌
『
憲
法
の
擁
護
者
』
の
中
で
パ
リ
市
民
お
よ
び
彼
ら
と
交
歓

す
る
地
方
の
連
盟
兵
に
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
武
装
蜂
起
と
い
う
暴
力
的
解
決
を
求
め
た
わ

け
で
は
決
し
て
な
い
が
、
　
「
人
類
の
自
由
を
減
し
我
々
と
と
も
に
埋

葬
す
る
か
、
威
大
な
徳
を
発
揮
し
大
き
な
犠
牲
を
決
意
す
る
二
者
択

一
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
」
と
説
き
、
非
常
手
段
の
み
が
国
家
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
と
ま
で
公
註
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
現
実
に
王
宮

襲
撃
事
件
の
発
生
し
た
八
月
十
日
の
夜
、
　
「
こ
の
事
件
か
ら
可
能
な

利
益
を
ひ
き
だ
す
た
め
に
、
人
民
の
自
由
を
絶
対
に
傷
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
に
彼
ら
の
受
託
者
を
お
く
こ
と
」
を
す
す
め
、
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
普
通
選
挙
に
よ
る
国
毘
公
会
の
召
集
と
、

議
員
を
監
視
し
、
自
治
区
総
会
又
は
予
選
会
に
よ
っ
て
随
時
喚
問
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
⑨

る
制
度
の
確
立
を
重
ね
て
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
八
月
十
日
事
件
へ
の
過
程
で
、
パ
リ
諸
自
治
区
は
、
区
総
会

に
参
加
す
る
権
利
の
財
産
に
よ
る
差
別
を
自
発
的
に
撤
廃
し
つ
つ
あ
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⑳

つ
た
が
、
普
通
選
挙
制
度
の
確
定
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
理
念
と
、

こ
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の
自
発
的
運
動
の
い
わ
ば
延
長
上
に
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
政
治
的
成
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ひ
き
つ
づ
き
、
ジ
ャ
コ
パ
ソ
派
は
、
国
民
公
会
に
お
け
る
ジ
ロ
ン

ド
派
一
九
三
年
以
後
こ
と
に
戦
争
遂
行
に
無
能
を
示
し
、
穀
価
統

制
を
求
め
る
民
衆
運
動
に
抑
圧
的
態
度
の
み
を
示
す
　
　
と
の
闘
争

の
中
で
人
民
主
権
の
観
念
を
深
め
て
ゆ
く
。

　
「
ヴ
ァ
ン
デ
ー
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
の
反
乱
、
…
…
う
ち
つ
づ
く

反
革
命
の
圧
迫
に
対
抗
し
う
る
も
の
は
武
装
せ
る
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト

の
力
で
あ
り
、
内
外
の
戦
争
に
勝
利
を
保
障
す
る
も
の
は
、
サ
ソ
キ

ュ
ロ
ヅ
ト
に
戦
争
が
彼
ら
自
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
」
。
　
こ
こ
に
は
革
命
防
衛
に
占
め
る
サ
ン
キ

ュ
ロ
ッ
ト
の
位
置
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル

の
演
説
に
サ
ソ
キ
ュ
β
ッ
ト
の
名
が
繁
ば
ん
に
現
わ
れ
る
の
も
こ
の

頃
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
治
区
に
お
け
る
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
が
穏
健

派
の
追
放
を
敢
行
し
た
五
月
の
日
程
に
お
い
て
、
彼
は
こ
れ
を
、
ヴ

ァ
ン
デ
ー
の
反
乱
や
諸
県
に
お
け
る
反
国
民
公
会
軍
の
創
設
な
ど
で

窮
境
に
た
た
さ
れ
た
愛
国
者
の
逆
攻
勢
と
み
な
し
て
こ
れ
を
擁
護
し
、

ブ
リ
ッ
ソ
ー
ら
の
こ
れ
へ
の
非
難
に
対
し
て
は
、
「
人
民
か
ら
彼
ら

の
権
利
を
守
る
こ
と
を
委
ね
ら
れ
た
わ
た
し
は
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト

に
対
し
侮
蔑
が
示
さ
れ
る
時
は
腐
敗
議
員
に
対
し
て
反
乱
状
態
に
入

　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
」
と
反
撃
し
、
更
に
、
「
団
結
す
べ
き
モ
ソ
タ

ー
ニ
ュ
派
議
員
も
人
民
な
し
に
は
な
に
も
で
き
な
い
か
ら
、
人
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

虜
己
の
権
利
を
知
る
必
要
が
あ
る
」
と
付
言
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ュ
ー
ム
リ
エ
将
軍
の
戦
列
脱
走
が
革
命
戦
争
の
危
機
を

直
感
さ
せ
た
と
き
、
彼
は
端
的
に
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。
　
「
権
力

の
所
在
地
に
最
も
近
く
い
る
パ
リ
の
民
衆
は
、
地
方
人
民
の
番
犬
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
て
行
動
す
る
義
務
を
も
つ
」
。

　
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
は
、
い
ま
や
革
命
防
衛
に
あ
た
る
モ
ソ
タ
ー
ニ

ュ
派
の
同
盟
軍
で
あ
り
、
し
か
も
「
人
民
意
志
」
の
先
考
隊
な
の
で

あ
る
。

　
こ
の
提
言
に
つ
づ
く
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
逸
興
へ
の
働
き
か
け
は
、

先
年
の
八
月
十
日
事
件
の
場
合
に
比
べ
一
層
積
極
的
で
あ
り
、
危
機

の
打
開
の
た
め
に
諸
区
の
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
は
国
民
公
会
に
「
人

民
意
志
」
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
、
ま
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
側

か
ら
も
「
人
民
意
志
」
を
知
る
た
め
に
区
総
会
や
畏
衆
協
会
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

連
絡
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
と
一
部
サ
ン
キ
ュ
ロ

ッ
ト
の
政
治
的
交
流
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
五
月
三
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一
日
、
六
月
二
日
の
両
日
に
お
け
る
ジ
ロ
ソ
ド
派
議
員
追
放
の
た
め

の
国
民
公
会
包
騒
を
準
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
①
窯
舞
異
。
や
簿
‘
鉾
封
℃
．
b
。
り
b
。
噸

　
②
○
窪
ぐ
話
。
。
9
霊
㊤
邑
巨
鼠
瓢
如
。
げ
。
ω
営
⑦
羅
ρ
亀
も
貧
ρ
い
。
h
①
！
、
訂
ρ
岸

　
　
切
O
巳
O
厨
④
舞
簿
鋭
。
ウ
O
σ
O
巳
噛
け
伊
∪
冴
O
O
貰
ω
「
お
α
G
Q
層
娼
■
一
ω
ど

　
③
　
皆
薗
こ
戸
メ
U
冨
o
o
5
錺
（
b
o
馬
℃
霞
臨
o
y
℃
℃
・
ω
一
b
。
占
G
Q
・
韓
ボ
団
諮
…
願
の
権
利
に

　
　
つ
い
て
は
、
ぽ
置
二
や
も
。
障
’

　
④
竃
霞
簿
b
や
鼻
二
け
篇
「
や
・
。
ω
ρ
（
八
九
年
一
〇
月
六
罠
）

　
⑤
○
㊦
薯
器
ω
”
o
や
9
仲
二
鉾
メ
唱
．
ヨ
ド

　
⑥
国
■
夢
濠
b
℃
。
鼻
こ
や
ト
、
8
．

　
⑦
O
。
衰
冨
㎝
噛
8
■
鼻
’
罫
■
メ
噂
や
鳶
O
虞
同
・
。
●
峯
g
巴
図
民
①
曽
罫
唱
。
緊
鐸
器

　
　
鳥
Φ
図
0
9
ω
嘗
Φ
鷲
。
曾
ミ
Φ
N
｝
」
鮮
塑
騰
こ
お
累
い
累
。
鼠
。
。
”
や
H
b
。
伊

　
⑧
○
象
く
話
ρ
o
℃
■
9
ダ
戸
メ
唱
’
島
メ
詮
餅
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
更
に
連
盟

　
　
兵
が
各
衆
に
こ
の
事
件
を
説
明
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
四
日
後
、
彼
は
蜂
起

　
　
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
代
表
を
立
法
議
会
に
率
い
、
「
人
罠
の
蔽
接
の
代
表
渚
と
な
っ
た

　
　
同
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
、
公
会
選
挙
ま
で
、
パ
リ
県
会
の
統
制
を
受
け
ず
に
行
動
の
窪

　
　
由
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。
　
ま
こ
こ
℃
や
爵
り
一
ω
ρ

　
⑨
マ
ラ
ー
は
、
国
罠
公
会
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
、
「
腐
敗
し
が
ち
な
選
挙
人
団

　
　
体
を
廃
し
、
腐
敗
し
え
な
い
予
選
会
に
よ
る
直
接
選
挙
」
を
強
く
主
張
し
た
。

　
　
嵐
賢
霧
讐
。
や
。
搾
』
9
・
謀
匂
や
。
。
9
9

　
⑩
国
・
累
。
臨
少
冨
ω
ω
㊦
。
ぎ
霧
畠
。
男
葺
。
。
唱
§
魯
閂
訴
幣
蒙
く
9
β
識
9
二
円
㌣

　
　
鍔
鉱
ω
①
一
。
。
O
。
。
輔
や
■
α
b
。
噂

　
⑪
　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
な
ど
が
革
命
遂
行
の
軌
道
に
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
を
糊
導

　
　
し
ょ
う
と
し
た
こ
と
は
柴
田
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
（
柴
田
前
掲
書
五
一

　
　
－
五
二
頁
）
が
、
そ
の
こ
と
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
、
議
会
優
位
を
ふ
ま
え
た
革

　
　
命
独
裁
と
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
の
直
接
災
主
制
の
対
立
を
両
者
の
政
治
的
関
係

　
の
本
質
で
あ
る
と
す
る
氏
の
見
解
（
同
、
四
九
頁
）
を
日
別
化
し
な
い
。
ジ
ャ
コ

　
バ
ソ
派
の
人
権
宣
言
解
…
釈
の
中
に
、
ま
た
普
通
選
挙
と
委
託
の
諭
理
の
中
に
サ
ソ

　
キ
ュ
ロ
ッ
ト
は
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
三
二
や
論
理
は
ジ
ャ

　
コ
バ
ソ
主
義
に
と
り
革
命
遂
行
の
た
め
の
従
属
豹
手
段
な
い
し
低
次
の
意
義
に
す

　
ぎ
な
い
む
の
で
は
く
、
本
質
的
要
素
な
の
で
あ
る
。

⑫
》
■
ω
。
げ
。
多
多
。
σ
。
超
凶
⑦
巨
。
葺
師
夢
①
娼
。
隠
鼠
コ
唇
薯
Φ
昌
。
暮
。
諏
お
㌣

　
蔭
り
野
℃
霧
叶
9
旨
O
℃
話
器
暮
”
H
O
課
讐
や
㎝
①
．

⑬
⑭
○
窪
く
器
。
。
b
ワ
。
貫
戸
⑩
”
u
ぎ
。
霞
ρ
唱
ふ
・
。
？
・
。
N
詔
P
紳
炉
日
貯

　
｝
ヨ
弓
讐
。
や
9
陸
‘
や
δ
ρ
郭
訳
一
一
騰
頁
。

3
　
い
ピ
．
8
巴
ヨ
。
戸
。
℃
■
。
一
戸
”
唱
篇
O
一
．
邦
訳
一
一
三
頁
。

⑯
　
戸
鼠
虹
＝
◎
o
℃
■
9
け
こ
℃
．
一
ω
一
’

三
　
生
存
権
の
保
障
と
革
命
防
衛

　
ジ
ャ
濃
バ
ソ
主
義
は
、
人
民
の
権
利
へ
の
覚
醒
と
そ
の
正
当
な
行

使
へ
の
不
断
の
よ
び
か
け
に
よ
っ
て
革
命
の
危
機
の
克
服
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
現
実
に
は
、
人
民
は
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト

と
一
体
視
さ
れ
、
人
民
霊
権
の
行
動
と
は
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の
政
治

的
介
入
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
の
人
民
観
は
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の
存
在
と
行
動

の
す
べ
て
を
、
包
摂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
サ
ソ
キ
ュ
ロ

ッ
ト
の
行
動
の
直
接
の
契
機
を
再
び
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
〇
年
－
九
一
年
の
比
載
的
平
穏
な
時
期
を
の
ぞ
い
て
、
サ
ソ
キ
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晶
ロ
ッ
ト
の
経
済
生
活
は
た
え
ず
食
料
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

八
月
十
日
と
六
月
二
塁
の
両
事
件
の
み
な
ら
ず
、
区
総
会
へ
の
参
加

や
「
穏
健
派
」
の
追
放
、
反
乱
都
市
へ
の
懲
罰
軍
編
成
計
画
を
支
え

て
い
た
も
の
は
、
彼
ら
自
身
の
食
料
問
題
解
決
へ
の
関
心
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
く
、
財
産
資
格
を
撤
廃
さ
れ
た
国
民
衛
兵
隊
へ
の
登
録

す
ら
も
が
、
鐵
当
り
ニ
リ
ー
ヴ
ル
の
収
入
の
確
保
と
い
う
日
常
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
直
結
し
た
動
機
に
う
ら
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
九
三
年
二
月
末
に
起
っ
た
パ
リ
の
食
料
暴
動
は
、
こ
の
よ
う
な
直

接
的
動
機
が
街
頭
騒
擾
と
い
う
形
で
赤
裸
女
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
運
動
は
九
三
年
七
、
八
月
に
再
び
ジ
ャ
ヅ
ク
・
ル
ー
や

ヴ
ァ
ル
レ
な
ど
の
ア
ソ
ラ
ー
ジ
ェ
に
率
い
ら
れ
て
買
占
め
人
の
処
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
最
高
価
格
制
の
実
施
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
街
頭
騒
擾
に
対
す
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
見
解
は
、

次
の
こ
と
ば
に
要
約
で
き
る
。

　
「
民
衆
が
立
ち
上
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
値
す
る
だ
け
の
目
的
を

も
っ
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
。
つ
ま
ら
な
い
商
晶
が
彼
ら
の
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

事
で
あ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
」
。
「
自
身
の
無
知
ま
た
は
偏
見
の
犠
牲

者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
民
が
、
苦
悩
に
み
ち
た
不
安
か
ら
そ
の
不
幸

の
源
泉
も
、
そ
れ
を
お
わ
ら
せ
る
手
段
も
知
ら
ぬ
ま
ま
に
行
動
し
て

　
④
い
る
」
。

　
人
民
は
本
来
、
祖
国
の
敵
に
こ
そ
は
む
か
う
べ
き
で
あ
り
、
生
活

品
だ
け
を
め
あ
て
に
起
す
行
動
は
「
無
力
な
、
で
な
け
れ
ば
危
険

な
」
も
の
に
ほ
か
な
ち
な
い
。

　
で
は
、
　
「
革
命
成
就
の
た
め
に
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
の
援
助
を
求
め

る
」
べ
く
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
提
案
す
る
新
し
い
方
策
は
い
か
な
る

も
の
か
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
九
二
年
十
二
月
二
日
パ
リ
近
隣
で
起
っ
た
食

糧
暴
動
に
の
ぞ
ん
で
の
彼
の
考
え
に
注
下
す
る
。
　
「
社
会
の
第
一
の

目
的
は
人
間
の
不
滅
の
権
利
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
、
権
利
の
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
⑤

位
を
占
め
る
の
は
生
存
す
る
権
利
で
あ
る
」
。
そ
こ
か
ら
食
料
関
係

の
立
法
が
依
拠
す
る
原
理
が
次
の
よ
う
に
引
き
だ
さ
れ
る
。
　
「
生
命

を
維
持
す
る
上
で
不
苛
欠
な
す
べ
て
の
も
の
は
社
会
全
体
の
共
有
財

産
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
存
に
必
要
な
土
地
か
ら
の
産
物
の
分
け

ま
え
を
社
会
の
構
成
者
の
す
べ
て
が
享
受
し
、
地
主
及
び
農
民
が
そ

の
勤
労
の
代
償
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
保
障
し
、
余
剰
物
を
爵
由
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

商
業
に
委
ね
る
こ
と
で
あ
る
」
。

　
生
存
権
を
制
度
的
に
保
障
す
る
と
い
う
観
念
は
、
穀
物
管
理
令

（
五
月
四
日
、
九
月
一
一
日
）
や
買
占
め
取
締
令
（
七
月
二
六
β
）
、
公
設

マ5　（529）



貯
蔵
庫
（
八
月
葉
陰
）
そ
れ
に
生
活
必
需
品
三
九
品
目
に
関
す
る
最

高
価
格
法
（
九
月
二
九
臥
）
な
ど
、
一
連
の
経
済
立
法
の
理
念
的
根
拠

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
は
貧
民
の
単
な
る
生
活
保
障
を
さ
ら

に
一
歩
超
え
て
い
る
。

　
す
で
に
九
三
年
五
月
十
日
、
官
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
憲
法
審
議
の
中

で
、
選
挙
に
さ
い
し
人
民
が
そ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
に
補
償
が
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
革
命
の
遂
行
に
必
要
な
政
治
行

動
へ
、
人
民
が
た
や
す
く
近
ず
け
る
た
め
に
生
活
上
の
代
償
を
与
え

る
、
と
い
う
理
念
、
こ
れ
は
六
月
二
日
の
ジ
μ
ソ
ド
派
追
放
の
た
め

の
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ソ
ト
の
結
集
を
よ
び
か
け
た
ジ
ャ
コ
パ
ソ
主
義
の

根
本
理
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
念
は
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
デ
ー
鎮
圧
の
た

め
に
出
征
す
る
パ
リ
区
民
が
銃
後
の
守
り
を
訴
え
た
の
に
応
じ
た
、

　
「
革
命
軍
」
の
創
設
案
に
よ
っ
て
一
層
強
固
に
定
着
す
る
。
九
三
年

四
月
三
日
、
五
月
八
日
、
三
十
ニ
ヨ
と
、
豚
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
再
三

に
わ
た
っ
て
言
及
し
、
　
「
自
由
の
砦
パ
つ
を
防
衛
し
、
国
内
の
あ
ら

ゆ
る
圧
調
者
に
睨
み
を
き
か
せ
る
『
革
命
軍
』
を
徴
集
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
軍
隊
は
す
べ
て
の
愛
国
者
、
す
べ
て
の
サ
ソ
キ
ュ

戸
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
フ
ォ
ブ
ー
ル
の
住
民
が
そ
の

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ゑ

中
核
部
隊
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
「
彼
ら
は
こ
て
と
武
器

を
同
時
に
使
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
武
装
し
て
す
ご
す
臼
毎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

十
分
な
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

　
か
く
し
て
、
民
衆
固
有
の
志
向
と
革
命
防
衛
の
至
上
目
的
が
架
橋

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
治
的
平
等
の
主
張
か
ら
薄
鼠
主
権
の
実
践
へ
、

そ
し
て
生
存
権
と
政
治
的
行
動
の
結
合
へ
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
サ
ソ

キ
ュ
ロ
ッ
、
ト
把
握
は
よ
り
ト
ー
タ
ル
な
も
の
に
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
次
に
、
恐
怖
政
治
期
に
お
け
る
、
爾
者
の
関
係
を
引
き
つ
づ
い
て

論
究
す
る
こ
と
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
ち
、
い
わ
ゆ

る
「
九
滋
年
憲
法
」
を
と
り
あ
げ
、
前
文
の
人
権
宣
言
（
こ
れ
を
総

称
し
て
憲
法
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
を
中
心
に
、
そ
れ
が
以
上
の
ジ

ャ
コ
バ
ソ
主
義
と
サ
ン
キ
ュ
二
尉
ト
の
つ
な
が
り
の
中
で
ど
の
よ
う

な
位
論
ず
け
が
で
き
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
①
O
．
男
＆
少
O
や
9
ダ
電
．
N
8
輸
N
O
ρ
事
訳
二
八
○
一
一
、
二
九
一
頁
。

　
　
鋭
ω
9
0
耳
い
霧
㎝
窪
ω
。
巳
。
げ
竃
ω
騒
H
邑
魯
ω
》
娼
℃
“
㎝
。
。
曽
¢
P

　
②
九
霊
年
二
月
の
ア
ン
ラ
ー
ジ
ェ
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
前
川
頁
次
郎
「
ア
ソ
ラ

　
　
ー
ジ
ェ
の
登
場
」
　
（
『
西
洋
史
学
』
引
フ
ラ
ン
ス
革
命
研
究
特
輯
号
、
昭
和
二
七
年
）

　
　
二
〇
一
四
九
頁
。
ま
た
九
三
年
七
、
八
月
の
ア
ソ
ラ
ー
ジ
ェ
の
政
治
行
動
に
つ
い

　
　
て
は
・
　
銀
“
U
o
旨
諺
拶
轟
σ
q
Φ
紗
甘
ρ
o
ρ
き
ω
国
。
賃
呂
簿
冨
旨
9
巳
｛
霧
汁
伍
㊦
ω
《
祠
類
庫

　
　
轟
σ
q
σ
ω
》
を
参
照
。

　
③
○
窪
ぐ
お
ω
襲
¶
ρ
匿
。
。
8
焉
。
・
輸
℃
b
↓
伊
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ジャコバソ主義とサンキュロット運動（闘添）

④
薫
山
二
戸
。
。
鴇
冒
ω
8
ヨ
ρ
℃
や
漏
O
。
。
あ
り
■

⑤
⑥
　
一
ご
一
α
二
戸
ρ
や
H
這
，

⑦
鋭
謬
鋒
匿
⑦
N
b
げ
．
鼻
乙
唱
・
畠
ρ
8
。
。
．

⑧
○
窪
≦
㊦
。
・
噂
戸
ρ
唱
．
。
。
㎝
。
。
ふ
一
。
。
占
ρ
図
9
0
。
げ
ダ

　
鉱
s
§
ぱ
。
。
。
讐
ち
露
占
り
①
G
。
噛
鉾
暗
唱
や
ω
や
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

四
　
九
三
年
（
ジ
ャ
コ
バ
ソ
）
憲
法
旧

び
㊦
ω
諺
円
巳
仙
O
ω
擁
価
く
O
剛
麟
犀

　
九
三
年
六
月
二
四
日
、
国
民
公
会
で
可
決
成
立
し
た
三
五
ケ
条
よ

り
成
る
「
人
間
及
び
市
民
の
権
利
宣
言
」
か
ら
、
特
徴
的
な
も
の
を

整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
一
、
政
治
的
平
等
。
　
「
各
市
民
は
法
を
作
成
し
、
そ
の
受
託
者
ま

た
は
そ
の
代
理
人
を
任
命
す
る
平
等
の
権
利
を
有
す
る
（
二
九
条
）
」

（
同
様
に
、
法
の
前
の
平
等
、
公
職
の
平
等
は
そ
れ
ぞ
れ
薫
、
五
条
）
。

　
二
、
人
民
主
権
の
確
定
。
　
「
主
権
は
人
民
に
存
す
る
。
そ
れ
は
単

一
か
つ
不
可
分
で
あ
り
消
滅
す
る
こ
と
が
な
く
、
か
つ
譲
歩
で
き
な

い
（
二
五
条
）
」
。

　
三
、
社
会
の
公
目
的
と
し
て
の
救
済
。
「
公
の
救
済
は
一
つ
の
神
聖

な
負
債
で
あ
る
。
社
会
は
不
幸
な
市
民
に
労
働
を
与
え
、
ま
た
は
労

働
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
の
生
存
の
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
こ
れ
ら
の
人
々
の
生
計
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二

一
条
）
」
。

　
四
、
市
民
的
所
有
権
の
承
認
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
産
業
（
労
働
・

耕
作
・
商
業
）
の
自
由
（
一
六
、
一
七
条
）
。
庶

　
な
お
権
利
宣
言
に
つ
づ
く
憲
法
条
項
に
は
、
立
法
府
議
員
の
ほ
か

閣
僚
・
行
政
官
の
人
民
（
選
挙
人
会
）
に
よ
る
審
利
、
憲
法
修
正
に

お
け
る
人
民
の
発
意
（
五
九
、
六
〇
、
＝
五
条
）
な
ど
が
付
加
さ
れ
て

い
る
。

　
と
り
わ
け
注
醤
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ロ
ソ
ド
派
コ
ソ
ド
ル
セ
の
草
案

と
は
対
照
的
に
、
主
権
者
人
罠
の
能
動
的
な
役
割
を
強
く
う
ち
だ
し

た
条
文
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
カ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
先
に
あ
げ
た
、
二
五
条
の
ほ
か
に
「
主
権
者
人
民
は
フ
ラ
ン
ス
市

セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も

民
の
総
和
で
あ
る
」
と
し
、
　
「
人
民
の
一
部
が
人
民
全
体
の
権
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
権
的
集
会
の
各
部
区
（
。
冨
莞
Φ

。・

盾
純
?
。
⇒
臼
。
。
o
φ
ぐ
。
箒
ぎ
霧
。
・
①
ヨ
玄
σ
①
）
は
完
全
に
自
由
に
そ
の
意
志
を

表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
条
）
」
と
述
べ
、
こ
の
て
ん
で
「
市
民
の

い
か
な
る
部
分
集
会
も
個
人
も
主
権
の
帰
属
を
受
け
た
り
な
ん
ら
の

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
コ
ソ
ド
ル
セ
の
草
案

と
明
ら
か
な
ち
が
い
を
み
せ
、
更
に
、
「
圧
制
へ
の
抵
抗
」
に
つ
い
て

は
、
「
そ
の
方
法
は
憲
法
に
よ
り
引
潮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
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同
草
案
と
異
な
り
、
「
入
間
の
他
の
諸
権
利
の
帰
結
で
あ
っ
て
（
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
カ

条
）
、
政
府
が
人
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
き
蜂
起
は
人
民
お
よ
び
人

へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ

民
の
一
部
。
プ
9
ρ
g
Φ
も
。
ほ
δ
ゆ
α
g
唱
①
¢
唱
冨
に
と
り
最
も
神
聖
な
権

利
、
最
も
不
可
欠
の
義
務
で
あ
る
（
三
五
条
）
」
と
く
く
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
は
明
ら
か
に
、
人
民
を
鼓
吹
し
指
導
し
て
革
命
行
動
を

促
し
、
圧
鋼
1
1
反
対
勢
力
の
一
掃
に
つ
と
め
て
き
た
ジ
ャ
コ
バ
ソ
の

理
念
が
絵
解
き
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
真
の
人
民
意
志
は
、

主
権
者
た
る
人
民
の
少
数
部
分
か
ら
表
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

あ
る
。
条
文
に
い
う
主
権
者
の
三
三
や
人
民
の
一
部
と
は
、
明
ら
か

に
八
月
十
臓
、
六
月
二
臼
等
の
事
件
に
お
い
て
決
起
し
た
、
こ
と
に

場
末
地
区
の
サ
ン
キ
ュ
群
ッ
ト
を
さ
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
法
文
全
体

が
、
マ
チ
エ
の
指
摘
し
た
よ
う
に
各
事
件
に
お
け
る
サ
ン
キ
ュ
μ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ト
の
政
治
行
動
の
、
そ
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
指
導
の
正
当
化
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
の
安
全
は
、
各
人
に
そ
の
権
利
の
享
有
お

よ
び
保
全
を
確
保
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
者
の
行
動
に
存
す
る
（
二

三
条
前
半
）
」
の
で
あ
る
か
ら
、
人
民
の
行
動
は
社
会
の
安
全
の
た
め

に
も
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
九
一
瓢
年
ジ
ャ
コ
バ
ソ
憲
泌
の
条
文
は
す
べ
て
、
　
嵐
。
証
梓
二
戸
ド
◎
噂
や
。
。
c
◎
1
①
◆

　
コ
ソ
ド
ル
セ
の
草
案
は
、
｝
岩
三
く
。
ω
娼
自
♪
ユ
Φ
ヨ
Φ
昌
富
帯
o
ρ
購
い
目
ど
娼
・
①
O
b
。
・
簿

　
ω
a
く
■

②
鋭
竃
奪
・
跨
貯
N
噛
9
「
簿
二
℃
■
㎝
罫

　
柴
細
工
が
九
三
年
憲
法
を
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
中
で
位
置
づ
け
を
試
み
て
い
な

　
い
こ
と
に
私
も
ま
た
疑
問
を
い
だ
か
ず
に
は
お
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
を
、
民
衆
を

　
だ
き
こ
む
た
め
の
術
策
と
考
え
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
対
サ

　
ソ
キ
ュ
μ
ッ
ト
関
係
の
経
過
を
示
す
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
阪
り
く
ま
れ
る
べ

　
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
憲
法
の
表
現
の
歴
史
的
背
豪
と
し
て
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
と
サ
ソ

　
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
関
係
は
、
決
し
て
＝
噸
的
な
政
治
的
対
立
に
は
お
わ
ら
な
い
。
な

　
お
、
　
こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
田
中
治
男
氏
の
勲
口
評
　
「
歴
央
に
お
け
る
慮
実
・
論

　
理
・
理
念
と
理
論
の
位
澱
扁
（
『
思
想
』
一
九
六
八
年
第
六
号
）
　
五
一
、
五
三
頁

　
が
あ
る
。五

恐
筋
政
治
と
サ
ン
キ
ュ
日
ッ
ト
運
動
ー

ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
お
よ
び
財
産
権
の
問
題

　
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
が
そ
の
政
治
理
念
に
お
い
て
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運

鋤
に
相
応
の
役
割
を
与
え
、
こ
れ
を
革
命
防
衛
に
誘
導
し
て
き
た
経

過
は
以
上
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
次
に
恐
怖
政
治
期
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
描
出
を
試

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
恐
怖
政
治
そ
の
も

の
が
ジ
ャ
コ
バ
ソ
と
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
ど
の
よ
う
な
対
応
の
位
相

の
上
に
成
立
し
た
の
か
を
示
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
恐
怖
政
治
は
、
経
済
立
法
と
し
て
の
一
般
最
高
価
格
法
を
頂
点
と
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す
る
経
済
統
制
の
体
系
と
、
政
治
立
法
と
し
て
は
こ
れ
に
規
準
を
与

え
る
「
反
革
命
容
疑
者
令
」
（
九
月
一
七
臼
）
を
そ
の
基
軸
と
し
て
い

①た
。
い
わ
ば
こ
の
経
済
的
チ
ロ
ル
と
政
治
的
チ
ロ
ル
が
国
土
防
衛
体

制
を
内
政
面
で
裏
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
聞
題
は
恐
怖
政
治
を
実
施
す
る
装
置
で
あ
る
が
、
公
安
委
員
会
が

九
月
一
三
β
、
他
の
諸
委
員
会
に
優
越
す
る
自
ら
の
権
限
強
化
を
も

っ
て
実
質
的
な
執
政
府
の
地
位
を
確
立
し
た
か
た
わ
ら
、
な
お
テ
獄

ル
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
サ
ン
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
の
衝
撃
に
多
く
を

負
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
　
「
平
和
到
来
ま
で
の
革
命
独
裁
」
を
学
童

す
る
十
月
十
嗣
ま
で
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
事
実
を
、
民
衆
協
会
と
革
命
委
員
会
、

そ
れ
に
「
革
命
軍
」
の
行
動
の
中
に
み
る
で
あ
ろ
う
。

　
民
衆
協
会
は
、
九
三
年
九
月
九
B
に
お
け
る
自
治
区
総
会
の
常
時

開
会
心
隈
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
自
発
的
に
各
区
ご
と
組
織
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
自
ら
入
会
資
格
を
制
定
し
て
エ
リ
ー
ト
の
純
化
を
め
ざ

す
一
方
、
区
民
の
公
職
就
任
に
さ
い
し
て
は
直
接
そ
の
推
薦
権
を
行

使
し
た
。
公
安
委
員
会
か
ら
は
食
料
部
門
や
軍
需
品
部
門
の
運
輸
・

製
造
担
当
の
官
職
の
補
充
と
監
視
に
民
衆
協
会
の
協
力
を
求
め
、
軍

服
・
軍
靴
な
ど
の
不
良
晶
の
摘
発
の
ご
と
き
、
部
分
的
統
制
さ
え
も

　
　
　
　
　
　
　
②

あ
え
て
許
容
さ
れ
た
。
つ
ま
り
民
衆
協
会
は
、
国
土
防
衛
体
制
に
蔵

接
参
与
を
求
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
自
治
区
総
会
の

開
催
が
週
一
一
日
に
欄
限
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
政
府

が
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
完
全
な
自
治
体
欄
を
是
認
せ
ず
、
国
土
防
衛

を
全
面
的
に
こ
れ
と
直
結
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
パ
リ
に
お
い
て
反
革
命
容
疑
者
令
の
施
行
に
あ
た
っ
た
の
は
区
ご

と
の
革
命
委
員
会
で
あ
る
。
す
で
に
九
三
年
四
月
四
臼
、
パ
リ
市
参

事
会
か
ら
愛
国
者
証
明
書
発
給
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
同
委
員

会
は
、
国
民
公
会
に
よ
る
反
革
命
容
疑
者
令
六
ケ
条
の
決
議
に
よ
っ

て
、
公
式
に
恐
怖
装
置
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
即
ち
、

同
法
は
専
制
主
義
と
連
邦
主
義
の
信
奉
者
、
亡
命
貴
族
等
を
容
疑
者

と
規
定
し
た
ほ
か
、
と
く
に
一
ケ
条
を
も
う
け
、
　
「
愛
国
者
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
発
給
を
拒
否
さ
れ
た
者
」
の
該
当
を
定
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

に
お
い
て
「
反
革
命
容
疑
者
」
に
は
サ
ン
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
自
身
の
規
準

が
介
入
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。

　
「
革
命
軍
」
は
前
述
の
よ
う
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
発
案
で
は
パ

リ
防
衛
ー
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
反
乱
を
含
む
「
反
革
命
」
の
抑
止
に

そ
の
使
命
が
託
さ
れ
て
い
た
が
、
安
価
な
パ
ン
の
確
保
を
と
い
う
サ
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ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
し
つ
よ
う
な
要
求
一
彼
ら
は
エ
ベ
ー
ル
派
の
シ

コ
ー
メ
ッ
ト
に
代
弁
さ
れ
た
一
…
を
前
に
、
九
月
五
日
、
国
民
公
会

は
バ
レ
ー
ル
の
提
議
に
も
と
づ
き
次
の
よ
う
に
決
議
し
て
い
る
。

　
「
六
、
○
○
○
名
の
歩
兵
、
一
、
二
〇
〇
名
の
砲
兵
よ
り
成
り
、

反
革
命
を
取
り
締
り
、
公
会
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
た
革
命
的
諸
法
と

公
安
の
た
め
の
処
置
を
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
処
に
実
施
し
、
食
料
を
確

保
す
る
目
的
の
、
国
庫
で
賄
わ
れ
る
軍
隊
が
．
バ
リ
に
創
設
さ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
こ
と
、
　
（
中
略
）
本
軍
隊
の
給
料
は
四
〇
ス
ー
ど
定
め
ら
れ
る
」
。

翌
臼
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
国
民
衛
兵
司
令
官
の
ア
ン
リ
オ
の
命
令
に
よ

っ
て
「
パ
リ
に
平
静
と
潤
沢
を
國
復
し
う
る
し
人
物
の
軍
籍
登
録
が

革
命
委
員
会
で
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
政
治
目
的
と
の
結
合

に
お
い
て
貧
民
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
結

晶
物
と
し
て
の
民
衆
軍
の
存
在
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「
革
命
軍
」
は
、
そ
の
編
成
中
に
議
決
さ
れ
た
最
高
価
格
法
と
反
革

命
容
疑
者
令
の
パ
リ
周
桑
で
の
施
行
が
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

恐
怖
政
治
の
中
枢
的
位
置
を
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
九
三
年
憲
法
は
実
施
を
延
期
さ
れ
、
こ
と
に
普
通
選
挙
制
を
支
え

る
政
治
的
平
等
の
人
権
条
項
そ
の
も
の
は
ま
が
い
も
な
く
停
止
さ
れ

た
と
は
い
え
、
同
憲
法
に
絵
解
き
さ
れ
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
と
サ
ソ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ユ
ロ
ッ
ト
の
紐
帯
は
、
な
お
生
き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ン
政
府
は
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運

動
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
か
ぎ
は
、
ジ

ャ
コ
バ
ン
の
人
民
主
権
概
念
を
つ
ら
ぬ
く
「
委
託
」
の
論
理
と
そ
こ

か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
立
法
府
優
位
の
政
治
機
構
論
、
お
よ
び
、
財
産

権
と
他
の
人
権
と
の
関
係
に
ま
つ
わ
る
理
念
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

問
題
を
軸
に
し
つ
つ
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
へ
の

対
処
の
あ
と
を
辿
り
、
そ
こ
で
の
理
念
か
ら
発
展
さ
せ
て
ジ
ャ
コ
バ

ソ
派
が
な
に
を
究
極
国
標
と
し
た
か
を
結
び
で
ふ
れ
よ
う
。

　
ま
ず
、
立
憲
政
府
に
対
置
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
革
命
政
府

は
統
一
的
な
権
威
即
国
畏
公
会
と
不
可
分
の
執
政
府
で
あ
っ
て
、
ジ

ロ
ソ
ド
派
追
放
後
も
存
続
す
べ
き
公
会
が
そ
の
権
威
の
源
泉
で
あ
っ

た
。　

八
月
二
一
日
、
憲
法
の
規
定
に
従
っ
て
す
み
や
か
に
議
会
の
解
散

を
主
張
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
．
ル
ー
な
ど
ア
ソ
ラ
ー
ジ
ェ
に
猛
烈
に
反
対

し
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。
　
「
国
民
公
会
の
あ

と
を
つ
ぐ
立
法
府
は
た
だ
ち
に
二
つ
の
党
派
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に

　
　
⑥

な
ろ
う
」
。
「
自
由
が
支
配
す
る
と
き
そ
の
最
大
の
危
険
は
政
治
的
な

動
揺
で
あ
る
。
二
種
類
の
代
表
は
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
と
内
戦
の
芽
で
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あ
り
、
そ
れ
を
い
た
だ
く
人
民
は
、
単
一
の
人
民
で
あ
る
こ
と
を
や

　
　
　
　
　
⑦

め
る
で
あ
ろ
う
」
。
現
存
す
る
国
民
公
会
は
、
「
民
衆
が
要
求
し
え
た

す
べ
て
の
こ
と
1
公
会
が
革
命
の
方
向
に
遮
進
ず
る
こ
と
一
を

　
　
　
　
⑥

実
際
に
果
し
」
て
、
お
り
、
　
「
人
民
的
な
憲
法
の
発
布
が
そ
の
あ
か

し
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
民
衆
は
、
と
い
え
ば
「
集
団
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
民
は
自
ら
を
お
さ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
で
は
民
主
主
義
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
　
「
主
権
者
人
民
が
彼
の
業
績
で
あ
る
法
律
に

導
か
れ
て
よ
く
な
し
う
る
こ
と
を
自
ら
の
手
で
お
こ
な
い
、
自
分
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
す
べ
て
代
表
者
を
つ
う
じ
て
お
こ
な
う
状
態
の

　
　
　
　
⑩

こ
と
で
あ
る
」
。
こ
の
代
表
者
と
は
「
刷
新
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
民

公
会
し
で
あ
り
、
人
民
の
委
託
を
受
け
た
代
表
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
点
で
は
、
人
民
の
自
治
そ
の
も
の
は
目
的
で
は
な
く
、
そ

の
政
治
行
動
も
国
内
の
革
命
的
統
一
を
達
成
し
革
命
の
完
全
な
防
衛

体
制
の
構
築
に
助
力
で
き
る
限
り
で
の
み
正
当
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
と
の
相
互
否

定
的
な
関
係
を
い
み
し
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
み
た
「
革
命
軍
」
創

設
の
事
実
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
九
三
年
七
、
八
月
に
は
フ

ォ
ブ
！
ル
・
サ
ソ
・
タ
ソ
ト
ワ
ー
ヌ
合
同
三
区
は
じ
め
自
治
区
の
多

く
が
、
国
民
公
会
に
そ
の
任
に
と
ど
ま
る
よ
う
所
望
し
、
か
つ
民
衆

協
会
・
公
職
等
の
刷
新
や
監
視
を
正
当
化
す
べ
く
、
憲
法
条
項
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ち
政
治
的
平
等
の
不
適
用
の
決
意
を
公
会
に
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
点
で
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
政
府
も
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト

運
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
憲
法
原
則
を
の
り
こ
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
闘
民
公
会
の
絶
対
的
権
威
の
確
定
は
や
が
て
自
律
的
な

権
力
論
と
機
構
論
に
道
を
ゆ
ず
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
ジ
ャ
コ
パ

ン
派
は
ジ
ロ
ソ
ド
派
と
の
抗
争
の
中
で
立
法
権
の
行
政
権
に
対
す
る

優
位
の
観
念
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派

は
、
立
法
府
と
は
別
個
に
人
民
の
選
挙
・
指
名
で
成
立
す
る
閣
僚
や

そ
の
他
の
官
吏
に
権
威
を
認
め
る
こ
と
を
い
っ
さ
い
振
絶
し
た
。
コ

ソ
ド
ル
セ
が
選
挙
人
集
会
に
よ
る
公
認
閣
僚
等
の
選
出
を
考
案
し
た

さ
い
、
サ
ソ
峰
ジ
ェ
ス
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き
で
ジ
ロ
ソ
ド
県

が
名
望
家
の
貴
族
政
を
形
成
し
て
い
る
、
と
葬
難
し
、
　
「
表
面
だ
け

は
尊
重
さ
れ
た
人
民
主
権
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
か
く
れ
、
一
階
級
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
永
続
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
同
案
を
攻
撃
し
た
。

　
「
立
法
と
行
政
は
厳
密
に
分
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
を
作
る

こ
と
を
課
さ
れ
た
団
体
こ
そ
が
法
の
施
行
を
託
さ
れ
た
者
を
監
視
す

る
こ
と
煽
を
戸
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
主
張
し
、
こ
の
観
点
か
ら
行
政
会
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議
の
人
民
に
よ
る
直
接
選
出
や
エ
ベ
ー
ル
派
の
勧
め
た
そ
の
強
化
案

　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
反
対
し
て
い
る
。
要
す
る
に
ジ
ャ
ロ
バ
ソ
派
に
よ
れ
ば
立
法
府
の

み
が
人
民
主
権
と
直
結
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
た
。

　
九
三
年
八
月
二
三
日
、
諸
県
や
軍
へ
の
行
政
会
議
派
遣
委
員
に
対

す
る
最
初
の
召
還
命
令
が
臓
さ
れ
、
一
時
公
安
委
員
会
特
派
議
員
の

監
督
下
に
復
活
さ
れ
た
の
も
束
の
間
（
九
月
｛
一
髪
、
一
〇
月
｝
○
臼
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
一
月
に
は
陸
軍
省
通
達
で
委
員
の
再
召
還
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の

・
行
政
会
議
は
、
八
月
一
σ
日
事
件
以
後
フ
ィ
ヤ
ン
派
内
閣
の
後
任
と

し
て
臨
時
執
政
府
の
役
割
を
つ
と
め
、
そ
の
派
遣
委
員
職
に
は
、
同

会
議
内
陸
軍
省
の
エ
ベ
ー
ル
派
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ト
の
戦
闘
分
子
が
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
人
民
意
志
を
根
拠
と
す
る
立
法
府
以
外
に
権
威
の
存
在
を
容
認
せ

ず
と
い
う
姿
勢
は
、
フ
ィ
ヤ
ン
派
や
ジ
ロ
ソ
ド
派
の
不
安
定
な
革
命

遂
行
へ
の
き
び
し
い
批
判
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
は
双
刃
の
刀
と
し
て
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
の
統
制
に

も
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
特
徴
的
な
例
は
、
軍
事
権
力

へ
の
極
度
の
警
戒
心
で
あ
る
。
こ
れ
は
う
Z
，
イ
エ
ッ
ト
の
軍
事
独

裁
、
デ
ュ
ー
ム
リ
エ
の
．
バ
リ
進
攻
計
画
な
ど
と
い
っ
た
フ
ィ
ヤ
ソ
．

ジ
ロ
ソ
ダ
ソ
議
会
の
無
能
と
結
び
つ
い
た
軍
事
危
機
へ
の
対
応
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

み
だ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
心
理
か
ら
は
軍
隊
と
呼
ば
れ
る
も

の
に
対
す
る
絶
対
的
な
文
官
統
制
の
イ
デ
ー
が
強
力
に
う
ち
だ
さ
れ

る
。
サ
ソ
ー
ジ
ェ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
　
「
広
大
な
共
和
国
に
お
い
て
は

多
数
の
軍
職
や
軍
事
活
動
に
伴
う
威
信
、
野
心
的
な
打
算
が
執
行
権

力
を
強
く
し
が
ち
で
あ
る
。
軍
事
権
力
の
管
理
は
立
法
権
す
な
わ
ち

主
権
か
ら
は
分
離
不
能
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
岡
家
に
存
す
る

唯
一
の
意
志
、
法
律
を
つ
く
る
意
志
が
軍
事
活
動
を
指
導
し
な
け
れ

　
　
　
　
⑰

ば
な
ら
な
い
」
。

　
貴
族
将
校
の
追
放
や
、
陸
軍
省
の
公
安
委
員
会
に
よ
る
完
全
な
掌

握
な
ど
で
貫
徹
す
る
、
こ
の
文
民
優
位
の
原
則
は
、
興
味
深
い
こ
と

に
軍
事
的
性
格
を
も
た
な
い
「
革
命
軍
」
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
て

い
る
。

　
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
諸
要
求
に
応
じ
な
い
地
方
政
庁
を
一
方
的
に

解
任
す
る
動
き
を
示
し
た
「
革
命
軍
〕
に
対
し
、
国
畏
公
会
、
公
安

委
員
会
は
あ
い
つ
い
で
政
務
に
介
入
し
な
い
と
い
う
軍
隊
諸
立
法
へ

の
服
従
を
強
要
し
（
一
〇
月
三
〇
日
、
一
一
月
三
日
、
三
〇
日
）
、
　
プ
リ

メ
ー
ル
四
日
の
法
令
で
は
公
安
委
員
会
と
の
直
接
的
連
絡
な
し
に
創

設
さ
れ
た
地
方
の
「
革
命
軍
」
を
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
の
軍
事
反
乱
の

危
険
あ
り
と
し
て
解
散
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
一
〇
月
一
〇
臼
の
法

82　（536）・
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⑳

令
以
後
再
び
、
在
地
当
局
老
へ
の
一
方
的
服
属
を
規
定
し
て
い
る
。

特
に
カ
ル
ノ
ー
や
バ
レ
…
ル
は
、
兵
力
増
強
と
巡
回
裁
判
所
、
ギ
ロ

チ
ン
の
随
伴
を
く
り
返
し
訴
え
た
エ
ベ
ー
ル
派
司
令
官
ロ
ン
サ
ソ
ら

の
要
求
を
悉
く
退
け
、
こ
の
業
績
を
「
丘
ハ
和
国
を
『
セ
ザ
リ
ズ
ム
』
．

多
．
7
・
・
ミ
リ
テ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

軍
事
陰
謀
か
ら
救
っ
た
」
と
自
讃
し
て
い
る
。
一
一
月
未
、
兵
力

の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
分
遣
隊
は
反
乱
都
市
リ
ヨ
ン
の
粛
清
に
転

　
　
　
　
⑳

用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
前
後
し
て
、
戦
時
下
食
糧
物
資
調
達
の
中
枢

機
関
で
あ
る
食
糧
委
員
会
の
指
導
を
ま
か
さ
れ
た
公
安
委
員
ロ
ベ
…

ル
・
ラ
ソ
デ
は
、
パ
リ
の
補
給
が
一
段
落
し
た
の
ち
は
、
「
革
命
軍
偏

を
徴
発
と
補
給
の
任
務
よ
り
は
ず
し
、
単
な
る
行
政
処
置
に
代
置
す

る
こ
と
を
旨
と
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
も
ま
た
軍
事
政
府
樹
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
危
険
を
未
然
に
防
止
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
立
法
府
－
国
民
公
会
至
上
主
義
お
よ
び
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
文
民

優
位
の
観
念
に
よ
っ
て
民
衆
組
織
は
こ
の
よ
う
に
自
律
性
を
否
認
さ

れ
て
い
き
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
政
府
に
従
順
な
装
置
と
し
て
の
み
そ
の
存

在
価
値
を
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
ま
で
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
と
サ
ソ

キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
関
係
は
政
治
的
次
元
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
恐
怖
政
治
期
に
露
呈
す
る
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派

と
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
の
乖
離
は
政
治
的
対
立
の
み
で
あ
ろ
う
か
。

　
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
は
自
治
区
と
「
革
命
軍
」
を
母
胎
に
彼
ら

の
本
来
の
敵
に
対
す
る
チ
ロ
ル
を
実
施
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ル
ペ
ル
チ

エ
区
は
「
年
収
二
、
四
〇
〇
り
ー
ヴ
ル
以
上
を
も
つ
独
身
者
に
は
有

給
の
公
職
を
と
ざ
す
よ
う
」
訴
え
、
ユ
ニ
テ
区
や
ボ
ネ
・
ル
ー
ジ
ュ

区
は
、
請
負
業
者
に
軍
需
品
生
産
の
発
注
が
集
中
し
、
　
「
貧
し
い
職

人
が
日
々
の
パ
ソ
を
得
る
た
め
に
貧
欲
な
御
用
商
人
の
も
と
で
長
里

な
賃
金
で
製
造
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」
と

憤
怒
を
も
っ
て
訴
え
つ
つ
「
企
業
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
」
に
攻
撃
を

浴
び
せ
、
革
命
委
員
会
が
発
給
す
る
愛
国
者
証
明
書
の
携
帯
な
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
こ
の
種
の
請
負
い
を
禁
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
更
に
、
マ
ラ

イ
区
の
買
占
め
取
締
委
員
は
、
区
総
会
の
決
議
に
も
と
づ
き
、
法
に

規
定
さ
れ
た
生
活
必
需
品
以
外
の
物
資
の
退
蔵
者
に
も
そ
の
鋒
先
を

む
け
、
一
方
的
微
発
を
敢
行
し
た
。
そ
し
て
買
占
め
禁
止
条
項
の
適

用
を
全
課
晶
に
拡
大
す
る
請
求
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
革
命
軍
」
は
こ
の
運
動
を
派
遣
地
域
に
お
し
ひ
ろ
げ
、

反
乱
都
市
で
の
み
許
さ
れ
る
「
革
命
税
」
の
徴
収
と
貧
民
へ
の
分
配

を
随
所
で
強
行
し
、
穀
物
買
占
め
の
根
源
と
み
な
さ
れ
て
い
た
大
借

地
翁
忌
を
攻
撃
し
借
地
の
小
分
舗
、
な
い
し
所
定
の
鋤
に
つ
り
あ
っ

た
土
地
の
貸
出
し
を
要
求
し
て
い
た
。
分
遣
隊
が
お
と
ず
れ
た
イ
ヴ
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ト
ー
の
民
衆
協
会
は
、
ラ
ブ
ル
ー
ル
に
反
対
し
て
人
工
牧
草
の
廃
棄

と
穀
作
へ
の
復
帰
を
と
な
え
、
同
様
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
で
は
耕

作
規
制
の
運
動
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
パ
リ
に
お
け
る
サ
ソ

キ
ュ
ロ
ッ
ト
区
の
穀
物
最
高
価
格
を
基
準
と
す
る
小
作
料
の
公
定
さ

え
も
の
要
求
は
、
さ
き
の
借
地
小
分
割
の
要
求
と
と
も
に
、
小
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
声
と
合
致
し
て
い
た
。
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
は
決
し
て
所
有
権
を
否

定
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
生
活
防
衛
の
基
本
的
要
求
よ
り
発
す
る

富
裕
者
攻
撃
、
財
産
の
平
等
、
財
産
の
再
分
配
一
そ
れ
は
容
易
に

土
地
均
分
法
の
観
念
と
う
け
と
ら
れ
た
一
は
、
現
実
に
所
有
の
秩

序
を
下
か
ら
お
び
や
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
九
三
年
憲
法
に
た
ち
か
え
る
と
と
も
に
、

　
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
に
し
め
る
所
有
権
の
岩
魚
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
「
自
然
で
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い
権
利
は
平
等
・
霞
由
・
安
全
・

所
有
権
で
あ
る
（
二
条
）
」
、
「
自
由
と
は
他
人
を
害
し
な
い
す
べ
て
を

・
な
し
う
る
権
利
で
あ
る
（
六
条
）
」
、
そ
し
て
h
所
有
権
と
は
す
べ
て
の

市
民
が
任
意
に
そ
の
財
産
・
所
有
・
労
働
お
よ
び
労
務
の
成
果
を
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

益
し
処
分
す
る
権
利
で
あ
る
（
六
条
）
」
所
有
の
権
利
は
、
一
一
重
に
強

　
固
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
ジ
ャ

　
コ
バ
ソ
派
に
と
り
無
制
限
の
そ
れ
を
い
み
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
所
有
の
平
等
に
関
す
る
理
念
を
問
う
こ
と
に
も
な
る
。
　
　
　
　
、
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
サ
ソ
ジ
ェ
ス
ト
は
、
一
般
総
構
と
し
て
は
真
理
で
あ
る
無
制
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
4

経
済
的
自
由
に
、
そ
れ
が
革
命
に
も
た
ら
す
幣
害
と
に
ら
み
あ
わ
せ

て
新
し
い
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
革
命
に
も
た
ら
す

幣
害
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
共
和
制
度
論
の
中
で
彼
は
こ
れ
を
「
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

有
の
極
端
な
不
平
等
が
社
会
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
」
と
説
明
し
て

い
る
。
社
会
契
約
の
解
消
と
は
、
共
和
国
の
維
持
に
不
可
欠
な
政
治

的
平
等
の
欠
如
せ
る
状
態
で
あ
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
こ
の
と
こ

ろ
を
国
民
公
会
議
員
に
次
の
よ
う
に
訴
え
る
。
　
「
財
産
の
極
端
な
不

平
等
が
政
始
の
平
等
を
お
び
や
か
し
、
自
由
を
破
壊
す
る
根
源
と
な

る
。
も
し
も
諸
君
の
法
律
が
財
産
の
極
端
な
不
平
等
を
漸
次
軽
減
さ

せ
る
目
的
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
諸
君
は
自
由
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
な
に
も
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
」
。
か
く
い
う
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

ル
に
あ
っ
て
は
財
産
の
問
題
は
、
約
束
に
も
と
つ
く
社
会
的
制
度
で

　
⑳
あ
る
と
と
も
に
政
治
的
価
値
の
実
現
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
塀
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
や
サ
ソ
ジ
ェ
ス
ト
に
と
っ
て
は
、

九
三
年
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
所
有
権
は
、
他
の
民
主
主
義
的
条
項
す

な
わ
ち
政
治
的
権
利
の
平
等
と
人
罠
主
権
の
行
使
に
よ
る
「
社
会
の

安
全
」
－
政
治
厨
的
の
確
保
と
い
う
観
念
と
不
分
離
の
関
係
に
あ
っ
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た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
所
有
権
が
こ
の
よ
う
に
政
治
翼
的
に
ぐ
み
込
ま
れ
た

中
で
承
認
を
受
け
る
と
、
財
産
の
平
等
の
要
求
そ
の
も
の
は
不
毛
な

要
求
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。

　
「
常
に
人
間
愛
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
は
規
範
と

し
て
社
会
秩
序
の
真
の
原
則
を
追
求
し
て
お
り
、
決
し
て
財
産
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

等
な
ど
で
ぽ
な
く
、
権
利
と
幸
福
を
主
張
し
て
き
た
」
。
憲
法
審
議

の
中
で
平
等
を
定
義
し
よ
う
と
し
た
国
民
公
会
議
員
の
発
言
の
中
で

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
「
平
等
は
各
人
が
同
じ
権
利
を
行
使
す
る
こ
と

の
う
ち
に
存
す
る
」
と
し
た
バ
レ
ー
ル
の
線
で
満
足
し
、
入
は
す
べ

て
理
性
と
正
義
の
前
に
平
等
で
あ
る
こ
と
以
上
に
定
義
を
深
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
の
無
用
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
財
産
の
極
端
な
不
平
等
の
是

正
と
は
、
従
来
の
べ
て
き
た
生
存
権
の
保
障
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
「
社
会
の
成
員
が
、
労
働
に
よ

っ
て
必
需
品
と
食
糧
と
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
任
務
を
社
会

が
果
し
て
い
る
か
ら
に
は
財
産
を
熱
望
す
る
者
は
自
由
の
友
で
は
な

い
…
…
」
。

r
財
産
に
つ
い
て
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
こ
の
よ
う
な
理
念
と
、
サ
ソ

キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
と
の
亀
裂
は
開
ら
か
で
あ
ろ
う
。
戦
線
の
拡
大
が

前
線
軍
の
た
め
の
軍
需
品
の
生
産
・
調
達
を
大
規
模
に
必
要
と
し
は

じ
め
た
九
三
年
末
か
ら
九
四
年
に
か
け
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
政
府
は
、

冒
ベ
ー
ル
・
ラ
ソ
デ
の
「
愛
国
心
の
保
障
さ
え
と
れ
ば
共
和
国
と
パ

リ
を
補
給
す
る
貿
易
商
人
や
取
引
商
人
に
恐
怖
を
い
だ
か
せ
て
は
な

　
⑪
ら
ぬ
」
と
す
る
原
則
を
確
認
し
、
ま
た
プ
リ
ュ
！
ル
・
ド
・
ラ
・
コ

ー
ド
・
ド
ー
ル
も
ム
ー
ラ
ン
や
モ
ソ
ト
ー
バ
ソ
に
お
け
る
武
器
・
ラ
シ

ャ
織
軍
服
製
造
職
人
の
産
業
国
有
化
の
要
求
を
退
け
て
い
る
。
即
ち
、

企
業
主
に
対
す
る
契
約
量
の
納
入
の
厳
重
履
行
を
条
件
と
し
て
、
労

働
者
が
国
家
管
理
人
の
た
め
に
働
く
か
企
業
主
の
た
め
に
働
く
か
は

政
府
は
無
関
心
で
い
ゑ
き
だ
と
い
う
も
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
榊

要
す
る
に
ジ
ャ
コ
パ
ソ
主
義
に
お
い
て
は
、
商
（
工
）
業
の
自
由
や

労
働
の
自
由
は
、
愛
国
的
献
身
に
う
ら
づ
け
ら
れ
て
お
れ
ば
承
認
す

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
，
結
局
ジ
ャ
コ
パ
ソ
派
が
求
め
た
平
等
は
、

所
有
の
均
等
、
　
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
平
等
」
で
な
く
、
政
治
的
行
為
に

お
い
て
あ
か
し
を
た
て
る
蓋
置
と
し
て
の
　
「
資
質
の
平
等
」
　
（
ブ
リ

　
　
⑭

ソ
ト
ソ
）
な
の
で
あ
っ
た
。

　
①
鋭
ω
。
げ
9
押
い
Φ
ω
留
器
δ
巴
。
簿
①
ρ
喝
璽
8
ρ
b
。
O
？
¢
ま
た
、
薯
・
鷺
舞
ぎ
く
’

　
　
弁
》
。
ω
o
び
。
巳
噂
O
δ
ω
簿
霧
。
鶉
｝
o
簿
魯
く
。
ロ
℃
鴛
凶
ω
ド
δ
○
。
1
嵩
④
《
お
錯
り
匿
。
ド
S

　
　
や
。
。
。
。
隔
甥
。
ω
り
”
や
類
♪
2
。
お
“
℃
．
㌶
9

　
②
　
鋭
ω
o
び
。
芦
。
や
9
八
二
や
ト
。
O
ρ
b
。
＆
．
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臼

③
鑑
。
巳
け
二
け
」
メ
℃
。
①
b
。
伊

④
　
国
．
O
o
び
ダ
。
℃
．
9
酔
二
や
刈
Q
o
凸

⑤
　
タ
ル
モ
ソ
の
純
理
的
考
察
が
歴
史
的
現
実
よ
り
遊
離
す
る
の
は
こ
こ
で
あ
る
。

　
彼
は
ジ
ャ
コ
バ
ソ
独
裁
の
思
想
的
根
拠
が
す
で
に
独
裁
以
前
の
人
民
主
権
の
観
念

　
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
し
、
人
民
の
高
接
行
動
そ
の
も
の
と
、
革
命
を
完
遂

　
す
る
「
真
の
一
般
意
志
」
を
峻
別
す
る
と
こ
ろ
に
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
論
理
の
一

　
貫
性
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
い
炉
8
巴
旨
。
ジ
。
や
9
仲
二
唱
℃
■
H
O
①
為
．
邦
訳
九

　
〇
、
一
二
〇
i
一
＝
頁
。
し
か
し
タ
ル
モ
ソ
に
よ
っ
て
は
畏
衆
運
動
そ
れ
自
体
は

　
考
察
の
紺
象
と
な
ら
ず
、
い
わ
ば
ジ
ヤ
コ
バ
ソ
の
理
念
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て

　
お
り
、
両
春
の
次
元
を
異
に
し
な
が
ら
の
結
合
関
係
が
、
恐
怖
政
．
治
の
始
点
と
な

　
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
ジ
ャ
コ
バ
ソ
独
裁
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
晦
期
の
初
期

　
の
現
実
で
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
な
お
、
河
．
野
氏
の
タ
ル
モ
ン
批
判
は
、
や
は
り
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
に
即
し

　
た
観
点
か
ら
の
そ
れ
で
な
く
、
　
「
歴
史
酌
寛
．
容
」
の
精
神
と
も
い
う
べ
き
立
場
か

　
ら
の
批
判
で
あ
る
。
即
ち
、
タ
ル
モ
ソ
が
批
判
酌
に
考
察
す
る
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義

　
に
お
け
る
「
狂
信
と
錨
寵
、
強
舗
と
粛
清
、
全
体
へ
の
個
性
の
埋
没
は
、
・
民
族
の

　
青
春
の
み
が
も
つ
過
度
の
自
身
と
あ
せ
り
と
力
の
過
剰
の
せ
い
で
あ
る
」
、
と
さ

　
れ
て
い
る
。
河
野
健
二
『
思
想
史
と
現
代
』
（
ミ
こ
不
ル
ヴ
ァ
霊
感
、
昭
和
四
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
一
〇
〇
頁
。

⑥
鋭
》
炎
日
ρ
顧
ω
ざ
羅
切
①
ω
㎏
8
9
貯
ω
遅
■
伊
や
・
。
葦

⑦
○
⑦
薯
話
ω
魑
。
や
簿
こ
け
．
ρ
℃
や
鶉
。
。
為
ρ

⑧
銘
α
‘
℃
ふ
。
。
。
。
．

⑨
鋭
》
巳
騨
三
℃
。
℃
．
簿
二
戸
・
。
噛
や
ま
画

⑩
録
。
謀
梓
訴
払
ρ
や
き
b
。
’

⑬
　
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ソ
・
タ
ン
ト
ワ
…
ヌ
三
区
、
パ
ン
テ
オ
ン
．
・
フ
ラ
ソ
セ
区
、

　
革
命
女
性
協
会
、
ピ
ク
区
の
講
願
文
漁
禰
、
そ
れ
ぞ
．
れ
、
　
毒
．
鍔
厳
器
。
＜
■
戸
》
■

　
ω
o
ぴ
。
巳
閣
翼
。
巳
”
や
8
．
属
。
ミ
．
や
Q
。
倉
窯
。
悼
㊤
”
℃
レ
Q
◎
ρ
男
。
①
b
Q
”
や
N
刈
◎
◎
・
汕
剛

　
掲
拙
稿
五
一
1
五
二
頁
。
な
お
こ
れ
ら
霞
治
区
代
表
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
集

　
会
参
加
と
意
志
表
示
の
権
利
の
保
障
を
規
定
し
た
憲
法
（
七
、
二
六
条
）
に
よ
っ

　
て
民
衆
協
会
の
活
動
が
正
当
化
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

⑫
鋭
徴
暮
三
Φ
N
、
い
脚
0
8
畳
葺
け
凹
§
…
…
㌔
唱
℃
ふ
O
？
O
メ

⑬
　
O
⑦
¢
く
冨
ω
．
叶
Φ
魑
℃
娼
。
㎝
O
ρ
㎝
O
伊
α
①
ω
1
①
野
ρ
切
同
ぎ
σ
q
け
。
コ
「
o
℃
9
9
紳
こ
や
雛
伊

⑭
緊
⑮
　
］
）
．
○
＝
曾
ぢ
”
o
℃
●
鉱
け
こ
戸
b
っ
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℃
℃
．
硲
刈
歯
Q
◎
p

⑯
○
鶏
貫
Φ
ω
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ρ
憲
』
8
為
①
◎

⑰
鋭
ω
o
げ
。
巳
リ
リ
。
ω
田
。
匡
暮
ω
魯
ぢ
軍
戸
旨
㎝
P
唱
」
Φ
伊

⑱
U
ロ
く
興
σ
Q
圃
⑦
き
O
。
ピ
O
・
ω
い
9
ω
忍
■
ρ
竈
．
ミ
鮒
認
。
。
電
ω
㊤
早
㊤
伊

⑲
U
“
O
鐸
曾
旦
。
℃
．
簿
‘
戸
b
。
り
℃
や
8
歯
H
．

⑳
「
革
命
軍
」
の
り
ョ
ソ
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
搾
O
。
げ
戸
い
、
》
§
0
Φ
鼠
く
？

　
ぎ
賦
。
悌
5
巴
話
帥
い
団
。
箒
霧
α
ρ
瓢
。
α
ご
芯
σ
q
凶
。
コ
ω
落
。
コ
二
巴
ω
ρ
目
¢
α
N
．

⑳
u
◎
O
急
ユ
鈍
g
．
騨
こ
や
b
。
P

⑳
　
≦
’
嵐
貫
H
6
〈
”
≦
’
o
o
o
σ
o
巳
層
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℃
■
9
什
■
層
瓢
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ω
ゴ
℃
レ
G
。
o
◎
㌧
累
。
認
”
℃
■
b
o
ω
Q
。
始
．

　
ズ
。
曾
…
娼
や
笛
刈
野
続
演
①
・

⑬
　
諺
‘
レ
角
落
ゲ
幽
①
購
い
P
＜
一
⑦
O
げ
α
H
ρ
　
℃
℃
．
切
H
㎝
I
b
δ
O
．
・
オ
プ
ゼ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル

　
区
は
、
買
占
め
取
締
り
特
剃
法
廷
の
判
聖
職
か
ら
卿
商
人
な
ど
の
窩
裕
者
を
追
放

　
し
貧
民
の
み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
　
≦
’
蜜
胃
H
（
o
＜
。
戸
鋭

　
ω
o
σ
o
巳
噂
。
や
。
罫
”
劉
。
蔭
O
”
や
ド
刈
①
」

⑳
ρ
団
①
。
。
芝
”
．
い
．
p
σ
q
誉
急
ε
お
℃
Φ
巳
碧
二
p
閃
曾
。
ご
鉱
自
費
§
8
奮
弘
¢
章

　
℃
■
搭
ご
O
。
い
①
h
Φ
＜
σ
H
Φ
’
ρ
自
①
ω
銘
。
印
環
σ
q
冨
冒
①
u
。
㊤
鐸
富
旨
℃
。
。
山
①
一
9
酵
①
護
。
自
H

　
巳
切
画
℃
や
置
①
み
o
Q
層
縮
避

皿
㊧
　
銀
。
蝕
仲
け
■
峯
り
や
①
◎
。
■

⑳
　
鋭
ω
o
σ
o
巳
匂
い
①
ω
貯
ω
賦
け
鐸
に
。
霧
愚
℃
ロ
σ
謡
。
鉱
器
ω
曾
ω
巴
争
点
潟
ω
漕
面
戸

　
濁
，
芦
回
Φ
蒔
Q
o
，
瓢
。
¢
押
℃
．
N
の
O
・
河
野
帥
膨
掲
激
ぼ
『
フ
ラ
ン
ス
紳
卑
ム
叩
…
』
二
五
四
百
ハ
。

⑳
　
O
o
ロ
く
器
。
陰
讐
。
や
9
け
；
砂
ρ
や
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㎝
ρ

⑱
　
柴
田
前
掲
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四
九
頁
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ジャコバソ主義とサンキュロット運動（岡本）

⑳
　
0
2
〈
器
ρ
o
や
9
汁
こ
け
・
㊤
、
や
腿
G
。
○
。
◆

⑳
　
害
哉
こ
娼
℃
．
ま
一
－
紹
．

⑳
　
や
O
鼠
ユ
戸
。
や
。
搾
吻
戸
b
。
”
や
日
8
．

⑫
　
ま
建
二
戸
押
領
警
ω
b
⊃
“
山
Q
。
…
ρ
口
博
。
げ
㊤
a
り
い
Φ
O
o
ヨ
凶
富
曾
ω
巴
暮
唱
二
げ
＝
o

　
。
梓
㌶
貯
ぴ
一
附
。
陣
凶
8
山
。
σ
Q
三
巴
話
ω
o
器
謎
8
①
嵩
2
さ
お
ト
。
b
。
嘲
℃
℃
●
目
ミ
ー
。
。
ρ

澄
　
ρ
じ
d
ユ
コ
σ
q
8
鈍
。
唱
■
9
叶
二
℃
■
屋
b
。
’

結

び

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
は
柴
田
氏
の
解
釈
と
は
う

ら
は
ら
に
、
恐
怖
政
治
の
成
立
期
ま
で
の
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
運
動
と

の
間
に
は
、
政
治
的
に
積
極
的
な
結
合
関
係
が
み
ら
れ
、
む
し
ろ
財

産
権
を
め
ぐ
る
両
者
の
緊
張
関
係
こ
そ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
「
革

命
軍
」
や
民
衆
協
会
な
ど
の
政
治
組
織
に
対
す
る
ジ
ャ
コ
バ
ソ
政
府

の
、
こ
と
に
ブ
リ
メ
ー
ル
一
四
日
令
以
後
の
鎮
圧
の
姿
勢
も
、
根
底

に
は
こ
の
図
題
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
以
上
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
に
関
す
る
考
察
か
ち
、
市

民
社
会
お
よ
び
そ
の
成
立
を
画
す
る
市
民
革
命
の
本
質
と
の
関
係
で

ど
の
よ
う
な
結
論
が
ひ
き
だ
せ
る
か
。
ジ
ャ
コ
バ
ソ
派
の
究
極
極
厨

標
な
る
も
の
を
引
き
だ
し
つ
つ
お
わ
り
に
論
じ
て
み
よ
う
。

　
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
、
一
七
九
三
年
五
月
教
理
問
答
書
に
「
国

内
の
敵
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

打
ち
破
る
た
め
に
は
人
民
と
手
を
結
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
と
か
く

と
き
、
　
ジ
ャ
コ
バ
ソ
の
両
翼
に
あ
る
も
の
は
単
に
、
も
て
る
階
級

（
冨
9
霧
。
・
㊦
℃
o
。
。
ω
豊
§
富
）
か
も
た
ざ
る
階
級
（
欝
島
霧
ω
①
轟
8
勺
。
。
。
－

。。

I
§
叶
⑦
）
か
の
社
会
的
区
別
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
は
、
有
産
老
で
し

か
も
自
己
の
個
別
的
利
害
営
ま
脇
什
（
零
匿
。
巳
♂
吋
ω
）
に
の
み
没
頭
す

る
者
ど
も
（
｝
μ
O
ヨ
随
一
〇
臼
陰
）
で
あ
り
、
こ
れ
と
反
対
に
、
手
を
差
し
の
べ

ら
れ
た
人
民
は
、
貧
し
い
が
ゆ
え
に
こ
そ
徳
の
創
造
者
と
な
り
、
国

土
防
衛
を
委
託
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
女
（
。
界
。
満
塁
）
な
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
主
義
に
あ
っ
て
も

人
間
と
市
民
（
公
民
）
の
分
裂
は
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
三

章
で
も
ふ
れ
た
ご
と
く
、
貧
し
い
人
民
は
何
ら
の
困
難
も
な
く
公
義

に
つ
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
人
民
意
志
の
表
明
と
し
て

の
政
治
行
動
に
人
民
を
導
く
た
め
に
物
質
的
代
償
を
与
え
て
や
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
人
民
を
自
然
的
欲
望
の
み
で
動
く
生
活

者
甥
。
露
虫
①
ω
と
し
て
埋
没
す
る
危
険
か
ら
救
い
だ
し
、
革
命
防
衛

に
貢
献
す
る
市
民
。
津
。
《
㊦
諺
の
水
準
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
を
い
み

す
る
。
と
も
か
く
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
が
、
人
間
（
7
0
一
昌
H
P
O
）
よ
り
も
・S7　（541）



市
民
（
。
一
8
蜜
窪
）
に
価
値
を
お
い
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
ひ
九

三
年
憲
法
に
お
い
て
、
抵
抗
し
蜂
起
す
る
主
権
者
人
民
は
、
入
闇
の

総
和
で
は
な
く
市
民
の
総
和
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主

義
に
お
け
る
平
等
は
、
人
間
と
し
て
の
原
初
的
な
平
等
で
は
な
く
、

　
　
　
　
ら
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
も
　
　
　
も

あ
く
ま
で
市
民
と
し
て
の
平
等
で
あ
っ
た
。

　
す
で
に
あ
き
ら
か
な
ご
と
く
、
民
衆
も
ま
た
二
女
、
私
的
な
利
害

を
追
求
す
る
集
団
に
堕
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
九
一

年
の
賃
金
引
上
げ
を
求
め
る
職
人
労
働
者
の
罷
業
と
集
会
は
、
当
時

の
民
主
派
の
新
聞
「
パ
リ
の
革
命
紙
」
か
ら
次
の
よ
う
な
非
難
を
あ

び
て
い
る
。
　
「
こ
の
組
織
に
は
新
秩
序
を
妨
害
し
自
由
に
影
を
な
げ

る
周
職
者
だ
け
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
陰
癬
は
市
罠
を
孤
立
さ

せ
、
祖
麟
か
ら
疎
遠
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
自
己
の
利
益
に
の
み
関

心
を
寄
せ
る
こ
と
を
教
え
て
公
の
大
義
を
忘
れ
る
よ
う
し
む
け
て
い

る
。
要
す
る
に
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
的
で
、
社
会
の
本
来
の
敵
で
あ
っ
た

　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
の
ギ
ル
ド
精
神
を
永
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
。

　
こ
れ
は
ま
た
九
四
年
春
に
賃
金
最
高
価
格
法
の
修
正
を
求
め
る
サ

ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
対
し
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
た
観
念
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
私
的
利
害
を
国
家
に
お
し
つ

け
よ
う
と
す
る
行
為
は
、
欄
調
度
と
あ
い
通
じ
る
も
の
と
し
て
ジ
ャ

コ
バ
ソ
が
き
び
し
く
排
撃
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
個
人
は
、
市
民
と
し
て
国
家
に
直
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
市
民
的
平
等
が
脅
か
さ
れ
る
限
り
で
の
み
人
間
と
し
て
の
不
平
等

は
是
正
さ
れ
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
の
中
で
人
間
と
市
民
の
分
裂
が
完
全

に
克
服
さ
れ
合
一
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
願
望
に
反
し
て
人
間
と
し
て
の

平
等
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
政
策
に
よ
っ
て
は
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

恐
怖
政
治
期
の
サ
ン
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
に
お
け
る
ご
と
く
、
人
間
と

し
て
の
存
在
を
維
持
す
べ
き
生
産
、
流
通
上
の
諸
組
織
を
公
的
な
政

治
組
織
（
パ
リ
国
立
武
器
工
場
、
自
治
区
運
営
の
仕
事
場
、
革
命
軍
）

と
し
て
普
遍
的
に
、
な
い
し
恒
常
的
に
持
続
す
る
音
脚
図
は
も
た
な
か

っ
た
。

　
緊
張
の
緩
和
と
と
も
に
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
が
た
ど
り
つ
い
た
も
の

は
サ
ソ
ジ
ェ
ス
ト
の
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
法
の
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
マ
ラ
ー
が
か
っ
て
示
し
た
、
徒
弟
制
の
復
活
に
よ
る
潜
門
業
者

の
自
立
と
大
借
地
分
割
に
よ
る
貧
農
．
小
作
人
の
自
立
と
い
う
未
来

往
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
あ
わ
さ
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
ヴ
ァ
ソ
ト

．
ー
ズ
法
は
政
治
的
忠
誠
を
私
有
財
産
の
条
件
と
し
、
貧
困
市
民
を
国

88　（542）
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ジャコバソ主義とサソキュロッb運動（岡本）

家
（
籍
国
政
府
）
支
持
に
つ
な
ぎ
と
め
る
晶
を
も
・
て
い
や

し
か
も
そ
れ
は
私
有
財
産
そ
の
も
の
に
対
す
る
攻
撃
で
は
な
く
、
所

有
を
政
治
的
憲
誠
の
中
で
鮮
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
方
策
は
ジ
ャ
コ
バ
ソ
独
自
の
考
え
方
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
農
業
と
手
工
業
に
お
け
る
生
産
者
と
消
費
者
の
需
給

関
係
の
均
衡
を
園
復
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
穀
物
・
製
品
の
自
由
流
通
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

適
正
価
格
の
招
来
を
待
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
こ

の
と
き
も
は
や
人
民
の
公
権
力
へ
の
介
入
は
排
除
さ
れ
、
民
衆
の
政

治
組
織
－
革
命
軍
や
民
会
は
解
散
さ
れ
る
か
統
制
を
受
け
無
用
の
存

在
に
お
し
や
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
す
で

に
九
三
年
五
月
十
日
、
　
「
個
人
に
、
家
族
に
、
他
人
を
全
く
害
し
な

い
こ
と
を
お
こ
な
う
権
利
は
残
し
て
お
け
。
本
質
的
に
公
権
力
に
属

さ
な
い
も
の
は
個
人
の
自
由
に
残
し
て
お
け
。
そ
う
す
れ
ば
そ
れ
だ

け
野
心
に
う
こ
か
さ
れ
た
り
専
制
的
地
位
を
手
に
お
さ
め
る
こ
と
を

　
　
　
⑦

防
げ
よ
う
。
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　
結
局
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
は
、
激
動
す
る
革
命
実
践
の
中
で
、
　
「
市

民
」
を
「
人
間
」
に
優
越
さ
せ
な
が
ら
も
究
極
的
に
は
両
者
の
調
停

を
め
ざ
し
、
両
者
の
分
裂
か
ら
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
新
体
欄
の
危
機
一

i
そ
れ
は
同
時
に
革
命
の
危
機
で
あ
っ
た
一
を
調
停
に
よ
っ
て
克

服
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
。
生
存
権
の
承
認
と
そ
れ
に
結
び

つ
い
た
所
有
権
の
一
定
限
の
嬉
々
処
置
は
「
市
民
」
優
先
の
原
則
の

あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
つ
て
は
「
市
民
の
総

和
」
と
し
て
「
人
民
」
－
サ
ソ
キ
ュ
ロ
ッ
ト
に
与
え
ら
れ
た
高
位
の

政
治
的
位
置
も
、
調
和
状
態
を
実
現
し
う
る
革
命
政
府
の
基
礎
が
固

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
人
間
」
と
調
和
的
に
共
存
す
べ
き
「
市
民
」

の
位
置
に
お
し
さ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
サ
ソ
キ
ェ
ロ
ヅ
ト
運
動
は
と
い
え
ば
人
間
性
の
主
張
が
即
市
民
性

と
一
体
化
し
て
表
現
さ
れ
た
が
、
ジ
ャ
コ
バ
ソ
主
義
と
高
揚
期
の
サ

ソ
キ
ュ
ロ
ヅ
ト
運
動
と
は
、
市
民
概
念
の
発
揚
と
い
う
側
面
に
お
い

て
重
な
り
、
こ
れ
と
人
間
概
念
と
の
調
停
と
い
う
他
面
に
お
い
て
離

反
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
旨
い
．
目
巴
導
。
戸
。
や
。
搾
℃
．
δ
。
。
9
邦
訳
一
七
五
頁
。

②
　
国
曹
目
減
二
⑩
o
や
纂
け
二
℃
℃
．
一
ら
。
¢
ム
ρ
ル
ス
タ
ロ
の
論
説
。

③
拷
嵩
＆
ρ
9
9
ヨ
ヨ
§
o
閃
。
げ
。
。
・
覧
①
昌
蓉
。
噛
鋭
戸
潟
猟
胃
し
㊤
G
。
9
裟
。

　
刈
ρ
噂
●
魅
野

④
前
掲
拙
稿
五
六
頁
。

⑤
河
野
前
掲
轡
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
…
…
』
…
九
幽
、
二
五
五
頁
。
吉
野
静
一
『
市

　
罵
革
命
と
資
本
憲
義
価
　
（
未
来
社
、
昭
和
釜
九
年
）
後
篇
、
「
革
命
思
想
の
構
造
」

　
二
四
八
一
二
五
五
頁
。

⑥
日
U
・
8
巴
ヨ
。
卸
。
や
鼻
．
’
℃
℃
」
8
ふ
画
マ
ラ
ー
の
大
借
地
分
割
論
に
つ
い
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て
は
い
蜜
自
邸
層
。
や
9
悼
二
戸
H
、
喝
や
0
潔
－
緩
。

⑦
　
○
窪
く
器
。
・
魑
戸
ρ
署
ふ
O
㍗
O
P

　
「
革
命
軍
」
に
よ
る
偶
像
破
壊
や
教
会
の
閉
鎖
、
凋
落
の
妨
害
な
ど
非
キ
リ
ス
ト

　
教
化
運
動
に
対
し
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
礼
拝
の
陰
由
を
防
衛
し
て
い

　
る
。
　
「
公
権
力
や
軍
隊
が
教
会
を
荒
廃
さ
せ
、
富
麗
執
行
人
を
そ
の
称
号
だ
け
か

　
ら
逮
捕
さ
せ
る
暴
力
的
運
動
は
新
し
い
ヴ
ァ
ン
デ
ー
（
カ
ト
リ
ッ
ク
反
徒
軍
）
の

　
徴
募
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
畏
の
絶
減
を
は
か
る
敵
の
術
中
に
は
ま
る
も
の
で
あ

る
。
扁
れ
そ
ゆ
え
、
　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
「
社
会
を
混
乱
さ
せ
ぬ
程
度
の

礼
拝
を
欲
す
る
潜
を
庇
っ
て
や
る
こ
と
」
、
「
い
か
な
る
軍
隊
に
も
警
察
手
段
に
用

い
ら
れ
る
場
合
を
鋼
と
す
れ
ば
、
宗
教
的
批
論
に
属
す
る
も
の
に
は
干
渉
し
な
い

こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
。
扁
切
煽
。
ぎ
N
簿
菊
。
煽
諸
麟
一
簿
。
一
お
唱
胃
ざ
旨
⑦
算
巴
話

α
o
貯
．
切
0
く
。
ぎ
二
9
り
ゆ
河
東
鉱
も
・
ρ
×
×
×
「
℃
や
鴇
b
。
山
q
。
■
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大
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生
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and　the　clifferepce　in　the　reoi　orts　of　ks　story　n）ade　it　impossible　for　us

to　judge　their　propriety．　In‘‘Chuo・ying40u－shu－pa”著硯四書践by　Pan－
ching’一cheng　’；，as”’　’　t，，一”ii．一Af，’Sgl　published　the　other　year，　the　author　praised　“　Chuang－

shih－shih－an－pen－me”荘氏史案本末by　Fu－i－1i伝以礼，　the　documents　of

which　we　have　ever　examined　except　for“1（ung－all－pi．chi”恭奄筆記by

Fei－san・ch’i費三折，　but　mally　were　written　on　rumours　except‘‘Liu－

1〈　’an－sui－P，i，，榴寵随筆by　Cl｝，邑n－yin－ts，ing陳寅1青who　macle　friends　with

Chuang荘；“Tsiu－sz蛍’qn9－i－tsi”秋思堂遺集by　Mrs　Lu・sin－hsin9陸節

行tOld　Only　a　StOry　Of　her　remembrance　aS　many　aS　fOl－tY　yearS　agO．

With　the　documents，　including“Ch’a－chi－cha－nien－pゼ査継佐．年譜，　we

can　supply　or　revise　the　historians’　descriptions　which　were　．quoted．by

Fu傳。

　．This　article　outlines　this　case，　and　tries　to　appreciate　the　historians

Wu－yen呉炎and　P’an－ch色ng－chang濤樫章who　were　i葺volveδand　kil．

1ed沁this　event，　and　the　promi1玉ellt　lnen　Ch’a－chi－cha査継佐and　Lu－

ch’i陸垢who　were　false玉y　accused．

Le　Jacobinisme　et　le　Moinvement　des　Sans－culottes

par

Akira　Okamoto

　　Aprさs　avoir　recherch6　quelques　prob1色mes　sur　le　mouv6ment　des

Sans－culottes＊il　me　1’este　de　les　apProfondir　en　consid6rant　les　id奄es．

politiques　des“Jacobins”（1e　jacobinisme），1eaders　gouvemementaux

en　1，an　II，　et　leurs　relat圭ons　avec　des　mouvements　popula量res．

　　王）our　les　Jacobins　qui　se　voyaient　charg6s　玉es　taches　h　r6aliser　les

　　　　　　　　キid6es　de玉a　Declaration　des　droits　de　rhomme　et　du　citoyen　de　1789，　de

laquelle，　d’apr色s　Robespierre　et　Marat，　les　indigents　devaient　b6n6ficier，

Ies　Sans－culottes　6taient　une　force　alli6e　dont　les　actions　d呈re¢tes．

devaie聡t　Stre　justi丘6es　et　incit6es．au　point　de　vue　politique．　Cependant

le　jacobinisme　conユprend　ull　principe　d6favorable　aux　Sans・culottes，1e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（621）



．respect　sincbre　pour　la　proprie’te　priv6e．　Et　ce　principe　que　les　jaco－

bins　ont　vu　atteine　par　le　mouvement　cles　Sans－cu！ottes　organis6s　sous　la

－democratie　directe　daRs　chaque　Section　autonome，　a　rapport　｝　la　dualit6

du　citoyen　et　de　｝’hemme　aperc．　ue　dans　le　jacobinisme．

　　Dans　cet　article　j’ai　essay6　de　montrer　un　trait　essentiel　du　jacbbinisme

’2L　1’egard　dU　caracfere　clottble　de　1’homme　anallse　par　K．　Marx　sur　la

／soci6t6　bourgeoise　dans　sa　these　“　Sur　la　question　juive”．

　　＊Le　inoasvement　des　Sa’ns－culottes　et　son　idee　dans：　Selyo－shigaku　toine

’76

Regional　Types　of”Swidden　Cultivation　in　Japan

by

K6mei　Sasaki

　　Swidden　ctiltivation　in　our　country　is　the　extensive　agriculture　type

’for　subsistence　carried　on　by　peasants　in　the　mountainous　land　where

little　permanent　fields　are　cultivated．　ln　this　agriculture　millets　and

roQt　crops　are　raisecl　as　inain　crops，　but　there　is　to　be　found　the　con一

・siderable　difference　in　every　region．

　　This　article　will　e’xplaln　the　regional　types　found　in　such　traditionai

．and　subsistence　swidden　agriculture　on　the　basis　of　our　area　studies．

The　yesult　is　as　follows：

　　〈1）　“The　Araki　Type”

　　This　type　of　swidden　agriculture　is　found　along　the　slope　of　the

Pacific　coast　in　northeast　Japan．　Hoeing　and　manuering　have　been

practised　and　its　cultivation　methods　are　relatively　intensive．

　　（2）　“The　Kano　Type”

　　In　tliis　swidden　type　which　is　found　along　the　slope　of　the　coast　of

Japan　Sea　in　the　north－east　Japan，　paddy　cultivatiors　use　it　as　a

，subordinate　fie！d　to　paddy．

　　（3）　“The　Nagihata　Type”

　　This　type　is　a　typical　swidden　of　“millet　．　cultivation”　in　central

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（620）


